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Part 1: Introduction of revised Healthy & Active Ageing Index 
(HAAI) 

1. 改訂版 HAAI開発の背景

世界の高齢化は急速に進行しており、ASEAN諸国でも一部では日本以上の速さで高齢社会を

迎える。平成 25年度に、厚生労働省国際課主催で「国際的な Active Aging（活動的な高齢

化）における日本の貢献に関する検討会」が開催され、報告書が公表された

（https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/0000041697.html）。また、翌 26年度に開催された

ASEAN-JAPAN Active Ageing 地域会合でその成果が報告された。その後、ASEAN各国の現状を

明らかにするために、6領域 25指標からなる ASEAN-JAPAN Healthy & Active Ageing 

Indicator（HAAI）が開発された。 

今回、この HAAIについて、ASEAN諸国の現状分析を行い、改訂版 HAAIを下記①から③の手

順で開発した。これらをまとめたものがこの改訂版 HAAIのガイドである。詳細については、

第 2章から第 4章を参照されたい。 

①ASEAN諸国における高齢化の状況について、国際機関や各国政府の情報を収集、ヒアリング

調査を実施し、整理した。この調査結果に基づき、6領域 42指標からなる改訂版 HAAI開発お

よび算定方法を設定した。この算定方法を用いて、日本、インドネシア、タイ、ミャンマー、

マレーシア、ベトナム、フィリピンについて、改訂版 HAAIの指標値の収集を行い、領域別に

指標を視覚化した。なお、改訂版 HAAIの作成に当たっては、 「ASEAN活動的な高齢化とイノ

ベーションセンター（ASEAN Center for Active Ageing and Innovation（ACAI））、タイ保健

省（バンコク）の理事会に提示し、オンラインで意見交換も行った。 

②2018年に実施したミャンマー高齢者調査（都市部ヤンゴンおよび農村部バゴ―で実施）の

コホートデータを用いた縦断分析の結果から、改訂版 HAAIの指標の妥当性や適用可能性を検

証した。またミャンマーの指標値について国レベルのデータが得られなかった場合は、このコ

ホート調査で得られた結果の値をミャンマー全体の都市人口と農村人口で割り振り、重みづけ

して算出した値を代用した。 

③改訂版 HAAIの指標改善のための具体的な対策について、ASEAN諸国の高齢化対策の事例を

収集・整理した。各領域で特にイノベーションがあり、指標改善に役立つと考えられる好事例

を抽出した。なお、事例収集には、公益財団法人日本国際交流センター（Japan Center for 

International Exchange: JCIE)ならびに東アジア・アセアン経済研究センター（Economic 

Research Institute for ASEAN and East Asia: ERIA）が、日本政府によるアジア健康構想

(Asia Health and Wellbeing Initiative: AHWIN)の一環として共催する、アジア各国から健

康長寿の達成、高齢者ケアの向上に資する取り組みを募集・表彰するアジア健康長寿イノベー
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ション賞（Healthy Aging Prize for Asian Innovation: HAPI）において表彰された事例など

を活用した。 

 

2. 既存の Healthy & Active Ageing Indexの要約（「ASEANにおける活動的で健康的な高齢期

の推進に関する研究（20BA2002）」2020年佐々木分担報告書参考） 

上記①に関連し、改訂版 HAAIを開発するに当たって、既存の 3つの HAAI (Active Ageing 

Index by the United Nations Economic Commission for Europe, Global AgeWatch Index by 

HelpAge International, Hartford Foundation Aging Society Index)と、2017年に開発した

改訂前の ASEAN-JAPAN HAAIを比較した。その結果、改訂前の ASEAN-JAPAN HAAIには含まれな

い主な指標に「社会参加」「メンタルヘルス」「家の所有」「日常生活の自立」「地域治安」「生

涯学習」「情報通信技術（ICT）の利用」「交通利便性」「65歳以上になる前の職業訓練」等が

あった。一方、改訂前の ASEAN-JAPAN HAAIのみに含まれる主な指標には、「介護保険サービス

関連」「要介護高齢者の割合」「健康格差」等があった。また、改訂前の ASEAN-JAPAN HAAIで

は、個人レベルのデータと国・地域レベルのデータで評価する点が混在していることも明らか

となった。 

上記の結果に基づき、改訂版 HAAIには、介護保険、介護サービスに関する指標等、改訂前

の HAAIの独自性を保持しながら、国際機関等が公開している既存の 3つの HAAIとの互換性に

も考慮し、開発した。 

 

3. キーパーソン/組織へのインタビュー要約（「ASEANにおける活動的で健康的な高齢期の推

進に関する研究（20BA2002）」2020年林・中川分担報告書参考） 

改訂版 HAAI作成にあたり、既存の各国・地域におけるアクティブ・エイジング指標につい

て、担当者にオンライン面談し、その内容と課題、今後の展望を聴取した（表 1）。 

既存の指標の中で一番古くから使われていると考えられる欧州統計局（Eurostat）によるア

クティブ・エイジング指標（Active Ageing Index、以下「欧州 AAI」とする）の立ち上げを

行ったアスガル・ザイディ氏にもヒアリングを行った。複数の指標にウエイトをかけて合計す

る手法を欧州 AAIでは使用しており、国連人間開発指標（Human Development Index: HDI）に

類するものであった。①雇用、②社会参加、③自立した健康で安全な生活、④能力を生かせる

環境の 4分野について、22指標（①=4、②=4、③=8、④=6）を設定し、それぞれの指標にウ

エイト（重みづけ）をかけて総合得点を算出している。 

国連欧州経済委員会 (UNECE) は欧州 AAI同様のアジア太平洋地域におけるアクティブ・エ

イジング指標を検討し、ザイディ氏が、タイとインドネシアのアクティブ・エイジング指標を

算定した（Zaidi and Um 2019a）。同様の手法で、ザイディ氏は中韓のアクティブ・エイジン

グ指標も算定した（Zaidi and Um 2019b）。これらは、新アジア・アクティブ・エイジング指

標（New Asian Active Ageing Index）と名付けられており、欧州 AAIを改変して、4分野 19
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指標より構成されている。それらは①雇用（3指標）、②社会参加（4指標）、③自立した生活

（6指標）、④キャパシティと実現環境（6指標）であった。 

高齢化に関する国際的な NGOであるヘルプエイジインターナショナル（HelpAge 

International, 以下「ヘルプエイジ」とする）は、アクティブ・エイジング指標と同様の複

合指標を Global AgeWatch Indexとして 2013年版、2014年版、2015年版で算定している（ザ

イディ氏参画）。Global AgeWatch Indexは中低所得国を含む 96か国を対象にし、①所得保

障、②健康状態、③実現環境、④能力の 4分野の 13指標を合成したものである。 

2020年 8月の世界保健総会、12月の国連総会で 2021～2030年を「健康な高齢化の 10年」

とすることが決められ、それに応じて、行動計画が策定された（WHO 2020a）。WHO本部ではま

ず基本を把握する報告書（baseline report）を公表し（WHO 2020b）、地域レベルでは西太平

洋地域事務局が健康な高齢化のための行動計画を策定した（WHO/WPRO 2020）。今回の対象であ

る ASEAN諸国は、WHO西太平洋地域事務局と東南アジア地域事務局にまたがるが、東南アジア

地域事務局の行動計画はまだ策定されていないようであることをヒアリングによる情報で得

た。健康的な高齢化 10ヵ年の行動計画では、評価枠組みとして新たに指標を設定するのでは

なく、すでにある SDGsの関連する指標を用い、高齢者の状況が判明するように、各指標を年

齢別に表示することが重要であるとしている（WHO 2020a）。 

マレーシア・プトラ大学のアイザン教授は、マレーシアデータを用いて、マレーシア・アク

ティブ・エイジング指標（MyAAI）を算定しているところである。既存の複数の高齢化指標を

ベースにしているが、ザイディ氏より助言を得ながら構築しているということで、欧州 AAIを

踏襲し、①雇用、②社会参加、③自立した安全な生活、④能力と実現環境の 4分野から構成さ

れている。アジア特有の事象として、雇用、社会参加の男女差、親孝行、信仰心などが指摘さ

れた。 

アクティブ・エイジング指標のような複合指標（composite indicator）には、それを算出

する十分なデータが必要で、データが不足する国が多い現在、まずはデータダッシュボード

（複数のデータの見える化）を構築することが必要と言われている。データが揃えば複合指標

も活用したいという意向が、国連アジア太平洋社会経済委員会（UNESCAP）から挙がってい

る。 

表１．ヒアリング実施

日時 対象者 組織（場所） 指標 
2020/11/4（水） 
17:00～19:00 

アレクサンドル・
ミフノビッツ氏

HelpAge International（英国・ロ
ンドン） 

Global AgeWatch Index 

2020/12/1（火） 
16:00～18:00 

アスガル・ザイデ
ィ氏

Government College University
（パキスタン・ラホール） 

欧州、アジアActive Ageing 
Index 

2020/12/17（水） 岡安裕正氏 WHO/WPRO（スイス・ジュネー WHO Healthy Ageing 
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16:00～17:15 ブ（出張中）） Monitoring Framework 
2021/1/15（金）
11:00～13:00 

サビーヌ・ヘニン
グ氏他 

UN ESCAP（タイ・バンコク） ア ジ ア Active Ageing 
Index  

2021/2/2 （ 火 ）
11:00～13:00 

テング・アイザン
氏 

マレーシア・プトラ大学（マレー
シア・セランゴール） 

Malaysia Active Ageing 
Index  

 
＜参考文献＞ 
WHO (2020a) Decade of Healthy Ageing: Plan of Action. 
WHO (2020b) Decade of Healthy Ageing - Baseline Report. 
WHO/WPRO (2020) Regional Action Plan on Healthy Ageing in the Western Pacific. 
Zaidi, Asghar and Jinpil Um (2019a) “The Asian Active Ageing Index: Results for Indonesia and 

Thailand” Social Development Working Papers, 2019/05, United Nations ESCAP. 
Zaidi, Asghar and Jinpil Um (2019b) “The New Asian Active Ageing Index for ASEAN+3” Journal 

of Asian Sociology, Vol. 48, No. 4 (December 2019), pp. 523-558. 
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Revised ASEAN-Japan Healthy and Active Ageing Index (2023) 

Domain Indicator SDG indicator 

1.Policy & Statistics (10 indicators)
1) Policy-Multisectoral healthy and active ageing: yes/no
2) Policy-Health care including NCD: yes/no
3) Policy-Long-term care system: yes/no
4) Statistics-Older population proportion and distribution: yes/no data
5) Statistics-Vital statistics (including cause of death)
6) Statistics-Health / living conditions of older persons
7) Statistics-Health care expenditure for older persons: yes/no data
8) Statistics-Number of health and long-term care workers: yes/no data
9) Statistics- Capacity of long-term care facility: yes/no data
10) Total

2. Income & Livelihood Security (7 indicators)
1) Absolute poverty rate 1.2.1 
2) Relative poverty rate 10.2.1 
3) Financial tools 8.10.2 
4) Food insecurity 2.1.2 
5) Employment 8.5.2 
6) Coverage of income security measures such as public pension or
welfare benefits 1.3.1 

7) Home ownership 1.4.2 
3.Health & Quality of Life (12 indicators) 

1) Life Expectancy at age 60
2) Healthy life expectancy at age 60
3) NCD mortality 3.4.1 
4) Suicide mortality rate among older people 3.4.2 
5) Disability/ADLs
6) Disability/WG (Washington Group)
7) Disability/GALI (Global Activity Limitation Index)
8) Prevalence of dementia
9) Subjective, self-rated health
10) Rate of receiving long-term care
11) Unmet need for healthcare
12) Physical exercise, including walking

4.Social Capital (6 indicators)
1) Loneliness / social isolation
2) Engagement of social activities (community, political & religious
activities)
3) Communication with family or friends
4) Trust in the community
5) Safety in the community 16.1.4 
6) Care to children and/or grandchildren
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5.Capacity and Enabling Environment (6 indicators)  
 

1) Having a mobile phone  
2) Access to the Internet 17.8.1 
3) Living in a house with safe drinking water 6.1.1 
4) Living in a house with toilet 6.2.1 
5) Education (completed at least primary level)  
6) Free from physical, psychological, financial or sexual violence 16.1.3 

6. COVID-19 (2 indicators)  
 

1) COVID-19 case fatality ratio  
2) COVID-19 vaccine coverage  
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Part 2: HAAI の構造とデータ 
I. 領域と指標 

健康で活動的な高齢化は、多面的なアプローチにより捉えられる必要がある。本プロジェクトのメン

バーは、2017年にマニラで開催された第 3回日本-ASEANアクティブ・エイジング地域会議（3rd ASEAN-

Japan Active Ageing Regional Conference）に参加し、ASEAN-JAPAN Healthy and Active Ageing Index 

(HAAI) の可能性について議論した。このほかにも、これまでに提案され、利用されてきたアクティブ・

エイジングに関する研究や指標はいくつかある。それらは、European Active Ageing Index (UNECE/EU 

2019), Asian Active Ageing Index (Zaidi and Um 2019a, Zaidi and Um 2019b), New Global AgeWatch 

Index (HelpAge International 2015) などである。国連による「健康な高齢化の 10年」（UN Decade of 

Healthy Ageing）の概念や枠組み、「持続可能な開発目標」（UN Sustainable Development Goals）の概

念や枠組みも参照した。詳細については、本研究班による 2020 年度および 2021 年度の報告書を参照

されたい。これらの関連する資料を検証し、その担当者や関係者と議論したうえで、HAAIを 6つの領域

と 43の指標で構成し、その内容を本報告にまとめている。本項では、各領域と指標について説明する。 

 

Domain 1. 政策および統計 (10 指標) 

この領域は、当該国における健康およびアクティブ・エイジングに関する政策や統計の入手可能性を

把握するものである。政策の有無は Yes か No の 2 値によって示されるが、制作に内容は国によって異

なる。そのため、各指標の値は 0から 1の間で、各政策の完全性、適切性を主観的に評価した。 

   

Indicator 1.1 政策：他部門に及ぶ健康およびアクティブ・エイジング 

エイジングに関する政策は、多部門にまたがる。一つの国の政府内で、異なる省庁が、高齢者の健康、

福祉、雇用、生活環境など、様々な行政課題への取り組みを所管している。したがって、これらに関す

る調整が必要となる。この指標は、政府内の異なる部門にまたがって規定され、効力をもつ法律あるい

は国レベルの計画があるかどうかを検証する。例えば、ベトナムでは 2009 年に「高齢者法」が制定さ

れ、政府内の様々な部署における高齢者関施策に関する責任が規定されている。 

 

Indicator 1.2 政策：ヘルスケア（非感染性疾患 NCD を含む） 

健康や疾病管理に関する施策を所管する省庁をもたない国はない。しかし、中低所得国では、感染症

対策や母子保健に重点が置かれ、非感染性疾患（NCD）に対する政策の枠組みが欠けていることがある。

この指標は、高血圧症、糖尿病、心血管疾患、脳血管疾患、慢性呼吸器疾患、がんを含む NCDに取り組

むための国家政策があるかどうかを検証する。例えば、ミャンマー国家保健計画（2017-2021）では、NCD

データベースの整備と NCDプログラムが明確に定められている。 

 

Indicator 1.3 政策：介護制度 

人口の高齢化が進むにつれ、介護、すなわち身体的・肉体的な日常生活の支障が増大する高齢者を支

える必要性が高まっている。公的な介護保険をもつ国は世界的にみても少なく、韓国、日本、ドイツに

限られている。国や地方自治体の制度で介護を行う国もあれば、民間のサービス事業者を通じて行う国

もある。しかし、中低所得国では、家族が介護の主役であり、報酬を受け取ることはない。高齢者の増

加や子ども数の減少を踏まえると、伝統的な家族依存型の介護制度は、公的な政策によって強化される
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べきである。本指標は、そのような公的な政策の有無を数値化したものである。 

Indicator 1.4 統計：高齢者の割合および分布 

人口は、その国や国内の地域に住んでいる人々の総数であり、その統計は容易に入手することが可能

である。しかしながら、その統計は必ずしも性・年齢別に細分化されているわけではない。本指標は、

年齢別に細分化された人口（割合）に関する国内地域別（分布）の統計が、全国レベルで入手できるか

どうかを評価したものである。「高齢者」の定義に際する基準年齢は国によって異なるが、これは異なる

歴史的背景によるものである。一般的に 1982 年のウィーン高齢者会議（VIPAA）以前に高齢化政策を開

始した国では 65 歳以上、VIPAA 以降に高齢者政策を開始した国では 60 歳以上と定義する傾向がある。

本報告書では、可能な限り 60歳を基準とすることとした。 

Indicator 1.5 統計：人口動態統計（死因統計を含む） 

出生数、死亡数、結婚数、離婚数といった人口動態統計は、人口の変動を理解する上で欠かせないデ

ータである。しかし、中低所得国の多くは、登録による統計作成が困難である。この場合、国勢調査や

標本調査によって推計することになる。とりわけ、本プロジェクトの目的にとっては、死因を含む死亡

に関する情報が、高齢者の健康状態を知る上で重要となる。この指標は、死亡の全件が医師によって診

断された死因とともに登録され、統計として公表されている場合に 1とする。国の機関が公表している

死亡のデータがない場合、この指標は 0となる。 

Indicator 1.6 統計：高齢者の健康および生活状況 

高齢者の健康や生活状況に関する統計は、世帯構成、就労、医療へのアクセス、主観的健康状態、社

会保障の適用など、広範な領域をカバーする。本指標は、高齢者を対象とした国レベルのサンプル調査

や、年齢別に集計された調査結果の有無を評価するものである。 

Indicator 1.7 統計：高齢者の医療費 

医療費は、System of Health Accounts 2011 (SHA2011) (OECD, Eurostat and WHO 2017)という、国

際的に標準化された手法により計算されている。2022 年現在、WHO加盟国 194カ国のうち、データを報

告していないのはソマリアと朝鮮民主主義人民共和国の 2カ国だけである。しかし、高齢者に限定した

医療費を把握するためには、より詳細なデータのある国別の報告書が必要である。本指標は、国別報告

書がウェブ上で公開され、高齢者に限定した医療費が示されている場合に 1とする。 

Indicator 1.8 統計：医療・介護従事者数 

医療・介護分野における労働力は、質の高いケアを提供するための重要な決定要因の一つである。こ

の指標は、医療・介護従事者の数が集計・公表されている場合に 1となる。多くの場合、介護従事者数

と比較して、医療従事者数に関する統計のほうがより入手可能となっている。 

Indicator 1.9 統計：介護施設定員 

介護サービスの水準を測定するため、この指標は、施設介護を必要とする高齢者が利用可能な部屋数、

定員数、あるいはベッド数を把握するものである。この統計は、統計当局に認められた介護施設が存在

する場合にのみ有効であり、統計が利用可能な場合は、本指標を 1とする。 
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Indicator 1.10  政策と統計に関する総合ポイント 

指標 1.1～指標 1.9の合計を指標 1.10とする。したがって、指標 1.10 は最大 9、最小 0となる。 

Domain 2. 所得および生活保障 (7 指標) 

Indicator 2.1 絶対的貧困率 

貧困の測定に関しては、て「絶対的貧困」と「相対的貧困」の二つの主要な方法がある。ここで取り

上げる絶対的貧困は、それぞれの社会で最低限度の生活を送るために必要な費用として各国政府が設定

した貧困ライン以下で生活する人口の割合で示される。国によっては、さらに国内の地域ごとに貧困ラ

インが設定されているケースもある。例えば、インドネシアでは、中央統計庁（BPS）が毎年実施する大

規模なサンプル調査である「全国社会経済調査（SUSENAS）」の結果に基づいて、国内 67の地域ごとに貧

困ラインを更新している。国際的な「絶対貧困」ラインとしては、世界銀行基準の「1日 1.90 ドル未満」

（以前の 1.25ドルから 2015 年に改定）が最もよく使われている（World Bank 2016）。 

本研究では、国の貧困ラインが定義されていない場合に、1日 1.90 米ドル未満で生活している人の割

合を用いた。本指標は、SDGs の指標 1.2.1 でもある。 

Indicator 2.2 相対的貧困率 

相対的貧困は、世帯収入の中央値の 50％未満の水準で生活している人の割合で示される。世帯収入に

ついては、世帯の可処分所得を世帯員数の平方根で除して世帯規模を標準化した等価可処分所得を用い

る方法が OECD で採用されている。絶対的貧困が最低生活水準に基づく欠乏状態を示すのに対し、相対

的貧困は国内の富の分布や不平等も測定する（OECD 2005）。本指標 2.2 は OECD の定義に準じており、

SDGs指標 10.2.1と同じである。 

Indicator 2.3 経済的手段 

経済活動の能力を維持することは、高齢者の自立した生活を保障するための重要な要素である。それ

はまた、日常生活における手段的な活動の一つでもある。この指標は、銀行などの金融機関やモバイル・

マネーサービス事業者に口座を持っている高齢者の割合として定義する。SDG指標 8.10.2からの引用で

ある。ただし、今のところ、国連 SDGs指標データベースには、高齢者に限定した値は含まれていない。 

Indicator 2.4 食料不足 

高齢者の栄養不良は、健康・栄養プログラムにおいて軽視されがちであり、高齢者の経済的・社会的

状況と強く関連している。本指標は、SDG 指標 2.1.2 から引用し、中程度または重度の食料不安に直面

する高齢者の割合として定義する。 

Indicator 2.5 就労 

高齢者の就労については、特にアジアの文脈では、年金をはじめとする社会保障制度が十分に整備さ

れていないため、働かざるを得ないという状況がある。実際、インドネシアでの調査では、教育レベル

の低い高齢者ほど、収入を確保するために働き続ける傾向があることが報告されている（Utomo et 

al.2018）。また、高齢者が働くのは子供たちが十分に親を扶養しておらず、恥になるという規範が強い

国もある。 

一方で、働くことにより経済的自立や社会参加の実現も可能となる。ディーセント・ワークは SDGsの目
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標の一つであり、働く意欲のある高齢者が、社会参加や経済的充足の観点から満足に働けることが重要

である。ILO も、アクティブ・エイジングを可能にするために、高齢労働者に対する支援策が必要であ

るとしている(ILO 2019)。 

本指標は、高齢者のうち金銭的な報酬を受け取っている被雇用者あるいは自営業者の割合と定義する。

「生産年齢人口」の定義から高齢者が除外されていることや、マレーシアのように若年層の雇用率しか

公表していない国もあるため、この指標を得ることは困難なことがある。 

Indicator 2.6 公的年金や福祉給付などの所得保障のカバレッジ 

経済的な保障制度は国によって異なるが、本指標では、高齢者が自身の給与、貯蓄、家族内の移転以

外の公的制度によって経済的に保護されているかどうかを捉えようとするものである。本指標は、SDGs

指標 1.3.1と同じであるが、高齢者に焦点を当てた指標である。 

Indicator 2.7 持ち家 

住宅は、適切な生活を維持するための重要な要素の一つである。本指標は SDGs 指標 1.4.2 と同じで

あるが、高齢者に焦点をあてている。 

Domain 3. 健康および生活の質 (12 指標) 

Indicator 3.1 60歳時平均余命 

60 歳時平均余命は、60 歳時点で今後生きられると期待される平均年数を生命表から算定する。死亡

登録が完全でない中・低所得国の生命表は、乳幼児死亡率に大きく依存して推定されるため、実際の老

齢死亡率の水準とは異なる可能性もある。ただし、データ入手の都合上、すべての国についてデータが

得られる WHO Global Health Observatoryの値を使用する。 

Indicator 3.2 60歳時健康余命 

健康の定義には様々なものがあるが、ここでは、WHO Global Health Observatoryの値を使用する。 

Indicator 3.3 非感染性疾患（NCD）死亡率 

本指標は、SDGs 指標 3.4.1.から得られるものであり、すべての国について値を推計している国連 SDGs

データベースの値が使用されている。国連 SDGs データベースのメタデータによると、この指標の定義

は、「30歳から 70歳の間に、心血管疾患、がん、糖尿病、慢性呼吸器疾患で死亡する確率」とされてい

る。これらの疾病は ICD-10 では、I00-I99、COO-C97、E10-E14、J30-J98 であり、脳血管疾患も含まれ

る。 

Indicator 3.4 高齢者の自殺死亡率 

自殺は、高齢者の精神状態の悪化を示す最後の指標である。その定義は明確であるが、すべての自殺

が自殺として報告されるわけではないことに注意する必要がある。とりわけ家族に囲まれている場合、

自殺が許されないような文化的背景もある。また、死因の完全な統計がない場合、真の値を把握するこ

とは困難である。ここでは、国の死因統計がある場合にはそれを使い、ない場合は、WHO Global Health 

Estimatesによる値を使用した。 
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Indicator 3.5 障害: 日常生活活動（ADL） 

健康や障害を測定する方法は多様である。この指標 ADL は、身だしなみ、着替え、食事、トイレ、入

浴やシャワー、歩行、移動などの日常生活動作のいずれかに困難がある高齢者の割合を把握するもので

ある。ADL はよく知られた指標であるが、国によって設問や項目が微妙に異なっている。例えば、イン

ドネシアの ADLに関する質問には、着替え、入浴、起き上がり、食事（調理したものを食べる）、トイレ

（自分でできる）が含まれ、タイでは、着替え、洗顔、入浴、食事が含まれている（Asghar and Um 2019）．

日本については全国レベルの統計がないため、「援助・支援の必要性」の設問で代用している。 

Indicator 3.6 障害: ワシントングループ（WG） 

ワシントングループ障害設問は、国際的に合意された障害の定義を確立する目的で、国連統計委員会

によって承認された「ワシントングループ」によって作成されたものである（The Washington Group on 

Disability Statistics 2023）。 いくつかの質問セットが提案され、現在では多くの国で使用されてい

る。本指標では、見ること、聞くこと、歩く・登る、記憶・集中、セルフケア、コミュニケーションに

関する 6 つの質問からなるショートセットを採用する。4 つの回答肢から下位 2 カテゴリーの回答の割

合を障害率としている。 

Indicator 3.7 障害：Global Activity Limitation Indicator (GALI) 

GALI指標は、Eurostatの Minimum European Health Module（MEHM）に含まれる、障害を測定するた

めのシンプルな質問に基づく。この質問は、「人が通常行う活動に関して、少なくとも過去 6ヶ月間、健

康上の問題から制限があるか？」で、回答は「著しく制限されている」「制限されているが、著しくはな

い」「まったく制限されていない」の 3つから選択することができる。「著しく制限されている」「制限さ

れているが、著しくはない」と回答した人の割合を障害と定義する。 

Indicator 3.8 認知症有病率 

認知症は、人口の高齢化とともに急速に増加する疾患であり、その予防、緩和、治療、そして共存が

喫緊の政策課題となっている。本指標は、認知症の高齢者の割合を示すものである。しかし、その解釈

には注意が必要である。認知症が社会的に認識され、認知症を診断する医療サービスが充実していれば、

認知症の有病率は適切に測定されるであろう。しかし、そのような環境が整っていなければ、認知症の

有病率は本来よりも低くなってしまう。また、高齢者が他の病気で亡くならなければ、認知症になる人

は多くなる。このような理由から、認知症の有病率が高い方が、より良い、より発展した状況であると

考えることもできる。しかし、現段階では、認知症の有病率が低い方が良いとする従来の考え方を踏襲

する。 

Indicator 3.9 主観的健康感 

主観的健康感は、自身の健康や幸福度を測るためによく使われる質問項目である。質問文は「あなた

は健康ですか」というシンプルなものだが、回答カテゴリーが調査によって異なるため、標準化の問題

がある。例えば、「良い」「普通」「悪い」、あるいは「とても良い」「良い」「悪い」「とても悪い」といっ

た回答カテゴリーは、どのカテゴリーを含めるかによっては、比較可能な指標を算出しえない。ここで

は、「普通」「どちらでもない」を含めず、「とても健康」「平均より健康」「優秀」「良い」など、自分の

健康状態について肯定的に回答した人の割合を「健康」とした。 
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Indicator 3.10 要介護 

認知症有病率と同様に、この指標も解釈の難しさがある。本指標は、介護を受けている人の割合を示

すが、介護を必要としながらも受けられない人は、分子に含まれていない。本来であれば、介護に対す

るアンメット・ニーズを捉えるべきであろうが、今のところ、そのような指標を多くの国で得ることは

困難である。 

 

Indicator 3.11 医療におけるアンメット・ニーズ 

介護とは異なり、医療に対するアンメット・ニーズは、標本調査で使われることが多い質問項目であ

る。これには、必要なときに医療を受けることができなかった人の割合を用いる。 

  

Indicator 3.12 運動習慣（歩行を含む） 

運動は、高齢期の健康維持や、身体機能の低下や事故による怪我の予防に有用である（Asghar and Um 

2019）。しかし、上記の障害/日常生活動作（ADL）と同様に、各国の調査データによって測定に用いられ

る項目が大きく異なる。健康を増進するための活動は様々な項目で測定されるが、ここでは歩行などの

身体運動を選んでいる。 

 

Domain 4. ソーシャル・キャピタル (6 指標) 

Indicator 4.1 孤独 / 社会的孤立 

高齢化社会では、定年退職後に孤独や孤立に陥る高齢者の増加が問題となっている。孤独は主観的な

感情であり、孤立は客観的な状況である。COVID-19の流行の長期化により、高齢者の社会的孤立は深刻

な問題になったが、厳格なロックダウンの実施有無などにより、国によって影響の度合いが異なる場合

もある。 

孤独は先進国人口の 3分の 1に影響を与えるとされており、有病率や早死リスクを高める（Cacioppo 

2018）。イギリス、ドイツ、日本などの G7 諸国では、各国政府が対策に取り組んでいる。日本では、2021

年に内閣官房に「孤独・孤立対策担当室」が設置され、全国調査が開始された。この孤独の「パンデミ

ック」が高所得国だけに限られるのかどうかは定かではないが、ソーシャル・キャピタル指標として、

ASEAN諸国で測定する意義があると考えられる。 

国際的に使われている孤独の測定方法は、基本的に 2種類ある。UCLA 孤独感尺度（UCLA Loneliness 

Scale）が従来の方法であるが、イギリスの 1問形式も普及している（ONS 2018）。ここで、指標 4.1は、

各調査で採用されている定義に従って、孤独を感じている高齢者の割合を捉えることとしている。 

 

Indicator 4.2 社会活動への参加 (地域活動、政治活動、宗教活動) 

この指標は、高齢者が社会活動にどのように関わっているかを把握するものである。ただし、調査に

よって質問内容は大きく異なる。可能な限り、地域活動、政治活動、宗教活動を社会活動として選択し

た。また、頻度についても、「通常」「過去 12ヶ月間」など、異なる記述がなされている。各調査による

定義を使用したため、国によって定義が異なる。 

高齢者の社会参加に関連するアジア特有の傾向としては、男性よりも女性の方がアクティブであるこ

とが各種調査結果で確認されている。男性は外で働き、女性は家事をするという現役時代の性別分業意

識が強いことが、退職後も社会参加の男女差につながっている可能性が考えられる。 
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Indicator 4.3 家族や友人とのコミュニケーション 

高齢者の一人暮らしが増え、就労や就学の必要がない中で、他の人とのコミュニケーションの機会を

奪われている高齢者がいる。この指標は、1 ヶ月間家族や友人とコミュニケーションをとらない高齢者

の割合を捉えるものである。 

Indicator 4.4 地域への信頼 

地域社会への信頼は、ソーシャル・キャピタルを測る上で重要な項目の一つである。この指標は、近

隣や地域の人々に信頼を寄せている高齢者の割合と定義している。 

Indicator 4.5 地域の安全 

ソーシャル・キャピタルを構築するうえで、地域の安全が重要となる。この指標は、SDGs 指標 16.1.4.

と同じで、日没後に住んでいる地域を一人で歩いても安全だと感じる人口の割合と定義される。年齢別

の数値がないため、この指標は全年齢の数値を使用している。 

Indicator 4.6 子や孫の世話 

子や孫の世話をすることは、高齢者の社会参加の一側面として捉えることができる（Asghar and Um 

2019）。一方で、高齢者については、家族への世話や支援を提供するだけではなく、加齢に伴う身体的な

変化や機能低下によってサポートを受ける対象になりうる点についても留意する必要がある。そして、

家族間の支援関係は、親子同居や多世代同居といった世帯構造、さらにはケアをめぐる社会的規範や諸

制度と関連するという側面もある。例えば、欧州における成人子と親の居住関係に関する国際比較研究

では、親子間の居住関係や居住距離が、成人子のきょうだい数や構成だけではなく、各国の高齢者支援

施策によっても異なることが指摘されている（Rainer and Siedler 2012）。アジアでは、育児や介護と

いったケアの提供が、伝統的に同居家族を中心とする親族資源に依存する傾向が強かったが、近年の急

速な高齢化や少子化の進行の中で、各国の政策的対応にも違いがみられる（落合 2013）。高齢者による

子や孫の世話といった世代間の支援に関する指標の評価に際しては、これらの制度的要因や背景につい

ても考慮する必要がある。 

この指標は、同居の有無などの生活形態にかかわらず、子や孫の世話をしている高齢者の割合によっ

て算出される。 

Domain 5. 能力を生かせる環境 (6 指標) 

Indicator 5.1 携帯電話の保有 

携帯電話は、とくに中・低所得国において、固定電話よりも普及している。高齢者は若年層に比べて

携帯電話になじみが薄いが、COVID-19のパンデミックにより、高齢者の携帯電話の利用が従来の対面で

のコミュニケーションに取って代わることになった。 

本指標は、携帯電話（スマートフォン）を利用している高齢者の割合を測定したものである。 

Indicator 5.2 インターネットへのアクセス 

インターネットにアクセスすることにより、情報源が拡大し、活動の幅が広がるが、これは高齢者に

とっても同じことである。携帯電話やスマートフォンでインターネットにアクセスできることから、こ

の指標は、前項の「携帯電話を持っていること」と同じことを計測しているとも考えられる。しかし、
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インターネットにアクセスするということは、PC やタブレットなどの端末を Wifi や LAN で接続し、自

宅や家族、職場で利用することも含まれる。この指標は SDGs 指標 17.8.1 でもあるが、国連 SDGs 指標

データベースでは年齢別のデータを得ることはできない。 

  

Indicator 5.3 安全な飲料水が備わった住居 

この指標は、SDGs指標 6.1.1 と同じであるが、国連 SDG指標データベースのデータは、年齢別に分解

されていない。ここでは、各国のデータソースから年齢別の値が得られない場合は、全年齢を対象とす

る SDGs 指標を採用することとした。 

 

Indicator 5.4 トイレの備わった住居 

この指標は SDGs の指標 6.2.1 と同じものであるが、現状では国連 SDG 指標データベースの値は年齢

別に分解されたものではない。しかし、トイレの有無や種類については、ほとんどの国で国勢調査やサ

ンプル調査でたずねられている。日本の調査では、水洗トイレに加え、洋式トイレの有無もアンケート

で質問されている。これは、和式トイレはしゃがんで使用するため、脳卒中の原因となったり、高齢者

が使用しにくいとされるからである。水洗トイレ（2017 年 94.3％）に比べ、洋式トイレの割合は低い

（2008 年、65歳以上の高齢者がいる世帯で 89.4％）。スクワットスタイルの従来型トイレが普及してい

る国でも、同様の区別が必要であろう。 

 

Indicator 5.5 教育（初等教育修了レベル） 

高齢者の教育水準は、通常、人口センサスによって把握することができる。この指標は、少なくとも

初等教育を修了した高齢者の割合としている。マレーシアの指標はかなり低く（2000 年で 50％）、イス

ラーム教のコーラン学校など、センサスの質問項目には含まれない多様な教育制度によるものと思われ

る。 

 

Indicator 5.6 身体的、心理的、経済的、性的な暴力からの解放 

高齢者への暴力は様々なかたちをとり、同居している息子や娘など近親者が加害者になることもある。

このような場合、加害者が高齢者の隣に居たり、調査に回答していたりすると、世帯を対象とする調査

で把握することは困難である。しかし、高齢者への暴力を適切に捉えるために様々な方法が試みられて

おり、一定のデータは得られている。この指標は SDGsの指標 16.1.3と同じであるが、今のところ国連

SDG 指標データベースのデータは年齢別に分解されたものではない。 

 

Domain 6. COVID-19 (2 指標) 

2020年から 2023 年までの 3年間、COVID-19は人々の生活に大きな影響を与えた。本報告書執筆時点

（2023 年 3月）では、パンデミックは終息に向かいつつあるが、確実ではない。COVID-19は高齢者の生

活に大きな打撃を与え、その死亡率も高いことから、COVID-19だけでなく、今後起こりうる同種のパン

デミックも視野に入れると、COVID-19に関する指標の設定が必要であると考えられる。 

 

Indicator 6.1 COVID-19 致命率 

COVID-19は、若年層で有病率が高い一方、高齢者では死亡率が高いことが知られている。この指標は、

60 歳以上の高齢者における COVID-19 による死亡数を COVID-19 の感染者数で除した致命率を捉えたも
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のである。ただし、死亡登録が悉皆的に把握されていない国の数値は、死亡者数を過小評価する傾向が

あるため、低い値が示されることには注意が必要となる。 

Indicator 6.2 COVID-19 ワクチン接種率 

COVID-19 の予防には、特に死亡率が高く脆弱な高齢者へのワクチンの提供が決定的に重要であった。

本指標の定義は、COVID-19ワクチンを接種した高齢者の割合である。ただし、ワクチン接種率のデータ

は年齢別に集計されていないことが多く、現時点では日本のデータしかないため、国を超えた比較はで

きていない。 

II. 計算方法

前節で述べた 6 つの領域における 43 の指標は、表 1 に示すように、様々なデータソースから収集さ

れている。ここで問題となるのはデータの入手可能性であり、比較対象として選んだすべての国のデー

タが入手可能であることは非常に稀である。このような状況に対処し、入手できるデータを有効に活用

するために、入手可能なデータのみによる比較を可能にする方法を採用した。入手可能なデータによっ

て得られた数値は、その平均値と標準偏差から算出される偏差値（T-score）に変換される。例えば、指

標 3.7 Disability/GALIについては、日本、ベトナム、フィリピンの 3つの数値が得られている。3つ

の値の平均値と標準偏差を算出し、それぞれの偏差値を以下のように算出する； 

𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑖𝑖 =
10(𝑥𝑥𝑖𝑖 − 𝜇𝜇𝑥𝑥)

𝜎𝜎𝑥𝑥
+ 50

ここで xi は国 i の指標 x の値、μx は指標 x の平均値、σx は標準偏差である。 

指標によっては、値が大きい方が良いものと小さい方が良いものがあるので、方向を揃える必要があ

る。例えば指標 3.7の場合、障害率は小さい方が良いので、算出された偏差値は以下のように反転させ

る必要がある； 

𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑖𝑖 = 100− 𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑖𝑖
表 1 調整済み偏差値 (例: Indicator 3.7 Disability/GALI) 

Data 日本 インドネシア タイ ミャンマー マレーシア ベトナム フィリピン

3.7 Disability /GALI 21.8% - - - - 59.6% 59.0% 

↓平均=46.8%, 標準偏差=17.7% 

偏差値 日本 インドネシア タイ ミャンマー マレーシア ベトナム フィリピン

3.7 Disability /GALI 35.9 - - - - 57.2 56.9 

↓低い値ほど良好な指標であるために反転させた結果

調整済み偏差値 日本 インドネシア タイ ミャンマー マレーシア ベトナム フィリピン

3.7 Disability /GALI 64.1 - - - - 42.8 43.1 

各指標の調整済偏差値は、領域ごとにウエイトを付けず平均値を計算し領域のスコアとする。6 つの

領域の平均値をその国の HAAIとする。  
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III. 日本および ASEAN 6か国の HAAI の結果

本研究では、HAAIの算定に、日本および ASEANの 6か国を選んだ。ASEANの 6か国は、インドネシア、

タイ、ミャンマー、マレーシア、ベトナム、フィリピンである。この 6か国の総人口は 6億 4,400万人

で、ASEANの総人口の 95％を占める。HAAI の結果は、表 2 のとおりである。(指標別偏差値と調整済み

偏差値は別添の Excel ファイルに掲載)。 

37



表2 日本とASEAN６か国の Healthy and Active Ageing Index (HAAI) 

Value Source note Value Source note Value Source note Value Source note Value Source note Value Source note Value Source note

1 Policy
-Multisectoral healthy and
active ageing : yes/no 1

The Basic Law
on Measures
for the Aging

Society (1995,

Poverty mitigation
(1874) > Welfare
(1963) > Health
(1982) > Long-

term care (2000)

1

Law No. 13 on Older
Persons Welfare

(1998)
National Plan of Action

for Older Person
Welfare Guidelines

Abikusno (2005) 1

National Plan on
the Elderly (1st

1982 - 2001:
2nd 2002-2021)

Annual report on
Thai older
persons

The Act on the
 

n.d. n.d. 1 National Policy for
Older Persons

National Health
Policy for Older
Persons 2008

1 Law on the
Elderly (2009)

National action
plan on elderly

people for 2012-
2020

1
Expanded Senior

Citizens Act of
2010

National
Commission of
Senior Citizens

(NCSC)

2 Policy
-Health care including NCD :
yes/no 1 Health Japan 21

Ministry of
Health, Labour

and Welfare
0.5

Jaminan
Kesehatan

Nasional (JKN)
launched in 2014

Sumini et al
(2020) 1

Universal health
coverage

achieved in
2002.

Jongudomsuk et
al (2015 WHO) 1 Myanmar National

Health Plan 2016 Yes 1 Elderly Healthcare
Guidelines

Elderly Healthcare
on MyGovernment 1

Law on health care
for people for the
period 2011-2020
and vision of 2030

1
Universal Health
Care Law (RA

11223)

3 Policy
-Long-term care system :
yes/no 1 Long-Term Care

Insurance Act 0.2
Mahendradhata

et al. (2017)

Puskesmas
(community health
centres) offers a

public nursing
programme with

 

0.8
Integrated

Tambon Health
Management

96.4% of the
Tambon (Sub-

district)
implemented

0 No 0.5 0 0

4 Statistics
-Older population proportion
and distribution : yes/no data 1 Census

Statistics
Bureau of

Japan
1 Census 1 Census 1

Myanmar
Population and

Housing Census

Yes in 2014
Census. 1 1

Census 2019
report on
ageing

1

5 Statistics
-Vital statistics (including
cause of death) 1 Vital Statistics

Ministry of
Health, Labour

and Welfare
0.2

Sample
Registration

System
Discontinued 0.5

Ministry of
Interior, data not
published online

World Bank
report 0.3

Central Statistical
Organization (2021)

‘Cause Specific
Death Rate from

Leading Causes of
 

Cause of death
only in urban

area
0.9

Department of
Statistics
Malaysia

Not all cause of
death are
medically
certified

0.5

Population
Change and

Family Planning
Survey (annual)

1

Philippines
Statistical

Authority, Vital
Statistics Report:
Death Statistics

6 Statistics
-Health / living conditions of
older persons 1

Comprehensive
Survey of Living

Conditions

Ministry of
Health, Labour

and Welfare
1 SUSENAS, bps TNP2K (2020) 1

2017 Survey of the
Older Persons in
Thailand, National
Statistical Office

(NSO)

1
The 2019 Inter-

censal Survey The
Union Report

1 Surveys 1
Census 2019

report on
ageing

1

7 Statistics
-Health care expenditure for
older persons : yes/no data 1 National Health

Expenses

Ministry of
Health, Labour

and Welfare
0.5

Indonesia
National Health

Accounts

Mahendradhata
et al. (2017) 0.5

THAI NATIONAL
HEALTH

ACCOUNTS
2017-2019, ihpp

WHO Global
health

expenditure
database

0.5
WHO Global

health expenditure
database

0.5
Malaysia

National Health
Accounts

Available for all
age 0.5 health statistics

yearbook 1

Current Health
Expenditure (CHE)

by Philippine
Statistics Authority

8 Statistics
-Number of health and long-
term care workers : yes/no
data

1 0.5
SISDMK,
Ministry of

Health

For healthcare
workers only.
Latest data of
Feb.2 2023

0.5

WHO Global
Health

Observatory data,
Nittayasoot et al

(2021)

n.d. n.d. 0.5 Statistical
Yearbook

Available for
registered
medical

personnel

0.5 health statistics
yearbook 0.5

Health workforce
in 2019 Philiippine

Statistical
Yearbook

Only for government
health personnel.

Number of long-term
care workers not found

9 Statistics
- Capacity of long-term care
facility : yes/no data 1 0 n.d. 1

Thematic report on
the Older

Population-Census
Report Volume 4-L

Number of
institutionalized

and living in
long-term care

0.5 Statistical
Yearbook

As senior
citizen and

pauper
institution

1
as elderly

social welfare
facility

0

10 Total

9 4.9 6.3 4.8 6.9 6.5 6.5

1 Absolute poverty rate

1.2.1 n.d 11.1% SUSENAS

National
poverty line
defined by
BPS, and

10.90%
Socio-

Economic
Surveys, NSO

16.3%
Survey (Healthy

and Active Ageing
in Myanmar 2018)

National
poverty line of

monthly
household

10.8%

Survey (Healthy
Ageing in
Malaysian

Population)

National
poverty line of

monthly
household

8.86% VNCA(2019)
living below
poverty line,
2016, 60+

n.d.
Family Income and

Expenditure
Survey (PSA)

National poverty
rate 18.1% in

2021. Not age-
dissagregated

2 Relative poverty rate

10.2.1 19.6%

Abe, A (2021) based
on Comprehensive

Survey of Living
Conditions

Relative poverty
rate (65+),

average of 22.9%
for women, 16.3%

for men,

29.5% IFLS (AAAI
3.5), 65+ 28.0%

AgeWatch
2015 (Data
from WB)

(AAAI 3.5),

16.7%
Survey (Healthy

and Active Ageing
in Myanmar 2018)

Median income
of the survey
participants

was

17.3%

Survey (Healthy
Ageing in
Malaysian

Population)

Median income
of the survey
participants

was 1200RM.

n.d. n.d.

3 Financial tools

8.10.2 n.d n.d n.d n.d.

Only adult data
(18 y.o. or
above) is

available in

n.d. n.d. 5%

LSAHP 2018
(Longitudinal Study

of Ageing and Health
in the Philippines)

Table 7.3 Has
savings in the

banks

4 Food insecurity

2.1.2 5%
The National

Survey on Social
Security and
People’s Life

2017, Elderly
household n.d n.d 22.6%

Survey (Healthy
and Active Ageing
in Myanmar 2018)

Question "You
could not eat

what you
usually have,

5.2%
National Health and

Morbility Survey
2018: Elderly Health

Vol.1

0.9% LSAHV 2018

Table 3.1
Households that

experienced
hunger in the last 3

months

n.d.

5 Employment

8.5.2 22.5% 2015 Census 65+ 43.8% Census 2010,
65+ IPUMS 25.7% ILO (AAAI

1.3), 65+

Worked for at
least one hour

last week to
earn some

21.9%

The 2019 Inter-
censal Survey The
Union Report and

The 2014
Myanmar

Calculated by using
2019 inter-censal

survey (employment
rate by 5-year age)
and 2015 Census

  

13.8%

Survey (Healthy
Ageing in
Malaysian

Population)

Question "What is
your current

employment status?"
was used in the

home visiting

33.8% LSAHV 2018
60+, Table 3.3

Currently
working

46.0% LSAHP 2018
60+, Table 3.3

Currently
working

6 Coverage of income security
measures such as public
pension or welfare benefits 1.3.1 85.9%

Comprehensive
Survey of Living

Conditions
Pension

coverage 60+,
2019

10.1% SUSENAS
% covered by

pension
insurance

91.0%

% covered by
pension or old
age allowance

- Survey of

Old Age
Allowance
program

expanded in

14.2%
The 2019 Inter-

censal Survey The
Union Report

14.2% is
covered by any
kind of pension,

allowance/
 

n.d. 23.8% LSAHV 2018 Receive pension,
Table 7.1 n.d.

7 Home ownership

1.4.2 84% 2015 Census

Living in house
owned by

household,
65+

92.1% Census 2010,
60+ IPUMS 92.2%

HART 2015
(AAAI 3.6),

55+

94.5% for 60+,
Census 2000 n.d. 84.8%

National Health and
Morbility Survey

2018: Elderly Health
Vol.1

2018, 60+ 84.6% LSAHV 2018 Table 3.1 85.0%

LSAHP (Longitudinal
Study of Ageing and

Health in the
Philippines)

Table 7.3
60+

1 Life Expectancy at age 60

26.4
WHO Global

Health
Observatory

Both sex,
Years, 2019 17.94

WHO Global
Health

Observatory

Both sex,
Years, 2019 23.57

WHO Global
Health

Observatory

Both sex,
Years, 2019 18.06

WHO Global
Health

Observatory
19.5%

WHO Global
Health

Observatory
2019 19.6

WHO Global
Health

Observatory
2019 17.77

WHO Global
Health

Observatory
2019

2 Healthy life expectancy at age
60 20.4

WHO Global
Health

Observatory

Both sex,
Years, 2019 13.4

WHO Global
Health

Observatory

Both sex,
Years, 2019 18.0

WHO Global
Health

Observatory

Both sex,
Years, 2019 13.6

WHO Global
Health

Observatory
14.6

WHO Global
Health

Observatory
2019 14.8

WHO Global
Health

Observatory
2019 13.4

WHO Global
Health

Observatory
2019

3

NCD mortality 3.4.1 8.3 UN SDGs
database 2019 24.8

UN SDGs
database,

2019
13.7

UN SDGs
database,

2019
24.9 UN SDGs

database

2019

18.4% UN SDGs
database 2019 21.2 UN SDGs

database 2019 24.5 UN SDGs
database 2019

4 Suicide mortality rate among
older people 3.4.2 17.7 Vital Statistics

60+, per
100,000

population,
2019

5.8
WHO Global

Health
Estimates 2019

60+, per
100,000

population,
2019

11.5
WHO Global

Health
Estimates 2019

60+, per
100,000

population,
2019

5.3
WHO Global

Health
Estimates 2019

60+, per
100,000

population,
2019

15.7
WHO Global

Health
Estimates 2019

60+, per
100,000

population,
2019

22.0
WHO Global

Health
Estimates 2019

60+, per
100,000

population,
2019

2.9 Vital statistics
(PSA)

60+, 6.25 in
2020 (same

source),  6.6 in
WHO (2019)

5 Disability/ADLs

14.5%
Comprehensive
Survey of Living

Conditions

need help and
support, 65+,

2019
23% IFLS (AAAI

3.3), 65+

Having difficulty in any of: to
dress without help, to bathe, to
get out of bed, to eat (eating

food by oneself when it is
ready), to control urination or

defecation

8% HART 2015
(AAIA 3.3)

Having difficulty in
any of: dressing /
washing / bathing /

eating

n.d. 17.0%
National Health and

Morbility Survey
2018: Elderly Health

Vol.2

Barthel index
<=20, 60+ 15.0% LSAHV 2018 At least one ADL

difficulty 21.7% LSAHP 2018 At least one ADL
difficulty

6 Disability/WG (Washington
Group) n.d.

Comprehensiv
e Survey of

Living
Conditions,

To be
published July-

Sep.2023
n.d. n.d. 23.3%

Thematic report on
the Older

Population-Census
Report Volume 4-L

Disability
prevalence rate in
population 60 and

over with a isability
in any domain

 

n.d. 64.4% LSAHV 2018

Washinton Group at
least one difficulty
amongst the six

activities
67.7% LSAHP 2018

Washinton Group at
least one difficulty
amongst the six

activities

7 Disability/GALI (Global
Activity Limitation Index) 21.8%

Survey on
Time Use and

Leisure
Activities

60+, 2021 n.d. n.d. n.d. n.d. 59.6% LSAHV 2018
GALI severely
limited+limited
but not severely

59.0% LSAHP 2018
GALI severely
limited+limited
but not severely

8 Prevalence of dementia

2.1%

Comprehensiv
e Survey of

Living
Conditions

65+, 2019 n.d. n.d. n.d. 8.5%
National Health and

Morbility Survey
2018: Elderly Health

Vol.2

Probable
dementia, 60+ 7.6% LSAHV 2018

WG Remembering
or concentrating=A

lot of difficulty +
Cannot do it at all

6.2% LSAHP 2018

WG Remembering
or concentrating=A

lot of difficulty +
Cannot do it at all

9 Subjective, self-rated health

26.7%

Comprehensiv
e Survey of

Living
Conditions

Good+Rather
good, 65+,

2019
82.4% IFLS (AAAI

4.4), 55+

Question text:
"Please think about
your life as a whole.

How satisfied are
you with it?"

 

81.4%
HART 2015
(AAAI 4.4),

55+

Question text:
"In overall, how

satisfied are you with
your quality of life (or
how happy you feel)?

0 -> 10 (6–10)"

28.8%
Survey (Healthy

and Active Ageing
in Myanmar 2018)

How is your
current health

status?Excellent
:1.6%     Good:

52.6% World Value
Survey

65+, n=38,
2018 25.6% LSAHV 2018

Table 4.1, Self-
assessed

health=Very healthy
+ Healthier than

average

22.2% LSAHP 2018

Table 4.1, Self-
assessed

health=Very healthy
+ Healthier than

average

10 Receiving long-term care

17.6%
Survey of Long-

term Care Benefit
Expenditures

2021 n.d. n.d. 10.3%
Survey (Healthy

and Active Ageing
in Myanmar 2018)

Do you need
any nursing

care or
assistance in

5.6%

Survey (Healthy
Ageing in
Malaysian

Population)

Do you need any
nursing care or

assistance in your
daily life from

anyone?
    

20.4% LSAHV 2018

Table 6.7 currently
receiving care

because of
continuing condition

of ill health or

8.1% LSAHP 2018

Table 6.7 currently
receiving care

because of
continuing condition

of ill health or

11 unmet need for healthcare

1.9%
The National

Survey on Social
Security and
People’s Life

Did not received
medical care when
needed, 65+, 2017

n.d. n.d. 12.9%
Survey (Healthy

and Active Ageing
in Myanmar 2018)

Rate of people
who answered
"No, I did not"
to the question

26.1%

Survey (Healthy
Ageing in
Malaysian

Population)

Rate of people
who answered
"No, I did not"
to the question

12.7% LSAHV 2018

Table 6.3 Unmet
need for

healthcare 29.0% LSAHP 2018

Table 6.3 Unmet
need for

healthcare

12 Physical exercise, including
walking 45.8%

Comprehensive
Survey of Living

Conditions

Appropriate
exercise or

physically active,
65+, 2019

34.4% IFLS (AAAI
3.1), 55+

During a usual
week, did you do

any […] for at least
10 minutes

continuously? 1.
  

30%
HART 2015
(AAAI 3.1),

55+

How often do you
exercise?  7 days a
week / 5-6 days a
week / 3-4 days a
week / 1-2 days a
week / Not at all

64.10%
Survey (Healthy

and Active Ageing
in Myanmar 2018)

More than 30
min walking 83.1%

Survey (Healthy
Ageing in
Malaysian

Population)

More than 30
min walking 25.7% LSAHV 2018

Table 9.1 Do
physical

exercises daily
52.3% LSAHP 2018

Table 9.1 Do
physical

exercises daily

1 Loneliness / social isolation

2.7%
Basic Survey on

Connection among
People (2021)

Often/Always
feeling lonely,

60+, 2021
n.d. n.d. 17.4% Telephone

survey in 2022

Using UCLA 3-
item lonliness

scale n.d. 1.6% LSAHV 2018
Table 9.4

Always+Fairly often
Feels Isolated from

others

5.9% LSAHP 2018
Table 9.4

Always+Fairly often
Feels Isolated from

others

2 Engagement of social
activities (community, political
& religious activities) 25.3%

Survey on Time
Use and Leisure

Activities

65+, 2016,
Volunteer
activities

55.4% IFLS (AAAI
2.4), 55+

Do you actively
participate in

religious activities,
such as prayer

fellowship, etc, in
   

48.1%
HART 2015
(AAAI 2.4),

55+

How often do you
practice the

following religious
activities in your
daily life? / In the

13.8%
Survey (Healthy

and Active Ageing
in Myanmar 2018)

Participating any
activities or

attending groups
including religious,
volunteer, sport,

 

80.5%

Survey (Healthy
Ageing in
Malaysian

Population)

Rate of people who
participate in any
following group or
activity: religious,
volunteer, sport,

 

9.8% LSAHV 2018

Table 9.1 Attend
social activities at
least once a month

(12.6% attends
religious activities

35.1% LSAHP 2018
Table 9.1 Attend

social activities at
least once a month

3 No communication with family
or friends 2.0%

The National
Survey on Social

Security and
People’s Life

No
conversation

within one
month, 60+,

43.3% IFLS (AAAI
4.5), 55+

Percentage of
people aged 55+ not

interacting with
family in the last 12

months

32.3%
HART 2015
(AAAI 4.5),

55+

Percentage of
people aged 55+ not

interacting with
family in the past

year

25.0%
Survey (Healthy

and Active Ageing
in Myanmar 2018)

Rate of people
who answered

"Less than once a
month" to the

question "How

16.5%

Survey (Healthy
Ageing in
Malaysian

Population)

Rate of people who
answered "Less

than once a month"
to the question "How

often do you see

12.3% LSAHV 2018

Table 9.5/6 who do
not have any

relatives to see or
hear from at least

once a month

5.4% LSAHP 2018

Table 9.5/6 who do
not have any

friends to see or
hear from at least

once a month
4 Trust in the community

68.90%
JAGES (Japan
Gerontological

Evaluation Study)
2016

65+, not
receiving LTC;
Trust a lot, or
rather trust the

  

n.d. n.d. 73.0%
Survey (Healthy

and Active Ageing
in Myanmar 2018)

Rate of people
who answered

"Very" or
"Moderately" to

59.0%

Survey (Healthy
Ageing in
Malaysian

Population)

Rate of people
who answered
"Very" or
"Moderately" to

n.d. n.d.

5 Safety in the community

16.1.4 84.8%

5th Survey on
crime victim
(Ministry of

Justice）

Safe/rather safe
to walk alone

during night, All
age, 2019

89.6% IFLS (AAAI
4.6), 55+

In most parts of
the village, is it
safe for you to
walk alone at

night?

92.7%
UN SDGs
database,

2020

Proportion of
population that feel
safe walking alone

around the area
they live after dark

83.8%
UN SDGs
database,

2019

Proportion of
population that feel
safe walking alone

around the area
they live after dark

90.5%
UN SDGs
database,

2021

Proportion of
population that feel
safe walking alone

around the area
they live after dark

n.d. n.d.

6 Care to children and/or
grandchildren 24.7%

National Family
Research of
Japan 2008
(NFRJ08)

Assistance
with nursing,
housework,

childcare, etc.

32.8% IFLS (AAAI
2.2), 55+

care to
children: In the

past 12
months, did

60.7%
HART 2015
(AAAI 2.2),

55+

care to
children: In the

past 12
months, did

n.d. n.d. 19.1% LSAHV 2018
Table 3.7 care

of the
grandchildren

24.4% LSAHP 2018
Table 3.8 care

of the
grandchildren

1 Having a mobile phone

86.7%
Survey on Time
Use and Leisure

Activities

Use
mobile/smartp

hone, 60+,
2020

n.d. n.d. 35.7%
Thematic report on

the older
population

Calculated
based on the
data in Table

14 (P134) from

93.9%

Survey (Healthy
Ageing in
Malaysian

Population)

Rate of people who
answered "Yes" to
the question "Do

you or any member
of your household

  

58.4% LSAHV 2018

Table 9.8 owns
a cellphone
(34.7% with

social

30.5% LSAHP 2018 Table 9.8 owns
a cellphone

2 Access to the Internet

17.8.1 60.2%
Survey on Time
Use and Leisure

Activities

Used internet
in the past
year, 60+,

2020

5.2% IFLS (AAAI
4.7), 55+ 8.4%

ONS 2014
(AAAI 4.7), 55-

74

The percentage of
older persons

aged 50 or above
who used the

Internet

17.1%
Survey (Healthy

and Active Ageing
in Myanmar 2018)

Do you have
internet?

17.1% do.
-56% have

60.7%

Survey (Healthy
Ageing in
Malaysian

Population)

Rate of people who
answered "Yes" to
the question "Do

you or any member
of your household

  

12.7% LSAHV 2018

Table 9.8 have
access to

internet (27.0%
household with

6.1% LSAHP 2018
Table 9.8 have

access to
internet

3 Living in a house with safe
drinking water 6.1.1 99%

UN SDGs
database,

2020

There is no question in
national surveys, i.e. all

household is
supposed to be with
safe drinking water

83.1% Census 2010
(IPUMS), 60+

What is the main
source of drinkWhat
is the main source
of drinking water?

YES: 1 Bottled
  

77.3% Census 2000
(IPUMS), 60+

The major
water supply to
the household
YES = 1 Tap

63.8%
Thematic report on

the older
population

Calculated based on
the data in Table 14

(P133) from
Thematic report on
the older population

 

96.0%

ASEAN
Statistical
Yearbook,

2017

All age, access to
improved drinking

water and
sanitation,

(household survey)

76.6% LSAHV 2018

60+, Table 3.3,
drinking water from
Indoor tap water,
Public tap water,

Drilled well,
 

94.8% DHS2017
Household with at

least one 60+,
improved drinking

water

4 Living in a house with toilet

6.2.1 94.3%
The National Survey
on Social Security
and People’s Life

With flush toilet
(2017), Ref) 89.4%
household with 65+
with Western style
toilet (Housing and
Land Survey 2008)

79.5% Census 2010
(IPUMS), 60+

What type of
toilet facility?

YES : 1 Private
toilet / 2

98.4% Census 2000
(IPUMS), 60+

Type of toilet facility
normally used in the

household:
Yes: 1 Flush / 2
Moulded bucket

    

79.8%
Thematic report on

the older
population

Table 8.9
(P87) from
Thematic

report on the

96.0%
ASEAN

Statistical
Yearbook

All age, access to
improved drinking

water and
sanitation,

(household survey)

91.8% LSAHV 2018

60+, Flush
toilet(50.2%)

and pit
latrine(41.6%)

88.0% LSAHP 2018 60+, Flush toilet

5 Education (completed at least
primary level) 99.9% Population

Census 60+, 2020 49.9% Census 2010
(IPUMS), 60+

Primary (6 yrs)
completed + 66.8%

Census 2000
(IPUMS), 60+,

Primary
completed +

Ref: Literacy,
Census 2000
(IPUMS), 60+
→ 74.6%

66.5%
Thematic report on

the older
population

Calculated based on
the data in Table 8

(P123) from
Thematic report on
the older population

50.0% Census on
IPUMS

2000, 60+,
including "some

primary"
79.2% LSAHV 2018

Table 3.3
Except "No

schooling/Pre-
school"

93.2% LSAHP 2018

Table 3.3
Except "No

schooling/Pre-
school"

6 Free from physical,
psychological, financial or
sexual violence 16.1.3 0.3%

5th Survey on
crime victim,
Ministry of

Justice

60+, 2019,
Received

physical/mental/sexu
al violence in the

past 5 years

n.d. n.d. 3.4%
Survey (Healthy

and Active Ageing
in Myanmar 2018)

The following
questions are

about your
treatment by

9.0%
National Health and

Morbility Survey
2018: Elderly Health

Vol.2

n.d. n.d.

1 COVID-19 case fatality ratio

6.4%
MHLW

COVID-19
dashboard

60+, 2020 and
2021 0.3% WHO COVID-

19 Dashboard

60+
(up to

2022/2/28)
n.d. 11.1% WHO COVID-

19 Dashboard

60+
(up to

2022/2/28) 6.3% WHO COVID-
19 Dashboard

60+
(up to

2022/2/28)
0.0%

 0 deaths / 27
cases (60+; up
to 2022/2/28)

7.9% WHO COVID-
19 Dashboard

60+
(up to

2022/2/28)

2

COVID-19 vaccine coverage 94%

MHLW
COVID-19

advisory board
material

Except not
vaccinated,
60+, up to
2022/2/6

n.d. n.d. n.d. n.d. n.d. n.d.

6. COVID-19

SDGs
indicatorNo.

Vietnam

5.Capacity
and enabling
environment

Malaysia

3.Health &
quality of life

4.Social
capital

Domain Indicator

2. Income &
livelihood
security

Japan Indonesia Myanmar

1.Policy &
statistics

Thailand Philippines
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領域別の HAAI の結果の要約を、表 3と Figure 1 に示す. 
 

表 3 領域別 HAAIの結果：日本と ASEAN 6カ国  

 Japan Indonesia Thailand Myanmar Malaysia Vietnam Philippines 

1. 政策および統計 69.9 38.4 49.1 37.6 53.7 50.7 50.7 

2. 所得および生活保障 51.1 51.1 53.1 41.7 49.1 52.1 54.3 

3. 健康および生活の質 57.1 43.9 52.1 51.4 49.4 46.7 48.4 

4. ソーシャル・キャピタル 49.0 48.6 56.8 45.7 53.3 44.7 51.2 

5. 能力を生かせる環境 61.7 41.0 49.1 42.5 53.6 48.9 49.6 

6. COVID-19 47.4 62.6 - 35.5 47.6 63.4 43.6 

Total 56.0 47.6 52.1 42.4 51.1 51.1 49.6 

 

 

Figure 1  領域ごとの HAAI の結果：日本と ASEAN 諸国 
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Part 3：地域調査の意義について～ミャンマーの地域高齢

者訪問調査より～ 
 
はじめに ～HAAIにおける地域調査の意義～ 

HAAIの項目には政府統計等の公開データから得ることができない、高齢者の状況を把握

するのに重要なものがある。例えば表 1に示した項目である。政府統計等の公開データと

してアクセスできる項目は国によって異なり、年齢区分や定義、調査方法も一定していな

い。特に、公表データとして項目はあるが、高齢者に特化した数値が公表されていない場

合が多い。公開されている統計データから得られない情報については、これから示す個別

の地域調査を行うことでデータを得ることができる。 

さらに、特定地域の個人を経時的に繰り返し調査することで、一時点の横断分析だけで

なく、縦断分析（追跡調査）が可能となる。縦断分析では、経時的な高齢者の健康状態・

生活機能の変化や、それらに影響を与える要因を明らかにできるなど、因果に迫ること

で、より正確な分析を行うことができる。 

また、調査地域は必ずしも全国を網羅するような大規模広範囲でなくても小地域で深掘

りの分析が可能である。例えば、都市部と農村部の代表地域で調査をすることで、全国に

応用可能な知見が得られる可能性もある。また、データを人口で重み付けし、代替的に国

の代表データとして扱うことができる。個別データがあれば集計するレベルを変化させる

ことも可能である（タウンシップレベルや街区レベルなど）。 

このように特定の地域だけでも、個人を追跡する地域調査を実施することで HAAI 指標

を縦断的に評価することが可能となり、Active Ageingの要因を地域や国ごとに明らかに

することができる。一方で、一定規模の地域調査を実施するには多大な費用を要するこ

と、追跡調査をする場合、移動する人がいたり、住所が決まっていない等、国や地域によ

る特性があり、容易ではないという課題もある。 

ここでは、1）HAAIの項目のうち地域調査によって得られた項目を示し、2）地域調査に

よって得られた個別データを用いることで可能となる分析や活用の事例、最後に、3）地

域調査の課題を示す。 

 

1）HAAI 項目のうち地域調査によって得られた項目 

政府統計等の公開データが存在せず、地域調査によりデータを取得した項目を表 1に示

す。 
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表 1. HAAI項目のうち公開データが存在しなかったもの 

領域 項目 

所得・生活保障 

絶対的貧困率 

相対的貧困率 

安全な食料にアクセスできない人の割合 

就業割合 

健康・生活の質 

主観的健康感を感じている人の割合 

介護を受けている人の割合 

必要な時に医療を受けられない人の割合 

（医療へのアンメットニーズ） 

運動している人の割合（歩行を含む） 

ソーシャル・キャピタル 

孤独・孤立の割合 

社会参加の割合(地域活動・政治活動・宗教活動) 

家族や友人とのコミュニケーションの割合 

地域社会への信頼率 

能力と環境 

携帯電話を持っている人の割合 

インターネットにアクセスできる人の割合 

身体的、心理的、経済的、性的な暴力を受けていない人

の割合 

※国により政府統計に数値が公開されているものもある。 

※政府統計に数値が公開されているが、高齢者に限ったデータが存在しなかったものも含

まれている。 

 

2）地域調査から得られた個別データを用いてできる分析と活用の事例 

コホート調査による個人レベルの縦断分析 

ミャンマーのヤンゴン地域とバゴー地域の高齢者を対象としたコホート調査を 2018年

に開始し、電話調査によるフォローアップでその後の健康状態と死亡を追跡している。こ

れにより、ミャンマー高齢者の健康の決定要因や寿命に影響を与える要因について分析す

ることが可能となった。ここでは、ミャンマーにおいて調査を実施した経験を記載する。 

 

 

サンプリング方法 

多段階確率比例抽出法を用いた。はじめに、ミャンマー国の 14州・地域から都市部の

代表としてヤンゴン地域、農村部の代表としてバゴー地域を選び、それぞれの地域から人

口を考慮して 6つのタウンシップをランダムに選んだ。次に都市部ではそれぞれのタウン

シップから 10の区域を抽出し、農村部では 10の村を抽出した。抽出は人口を考慮してラ
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ンダムに行った。最後に、それぞれの区域と村から高齢者を 10名ずつランダムに抽出し

た。抽出には住民台帳を用いた。ミャンマーでは住民台帳が存在したため、台帳を用いて

住民の抽出が可能であったが、国によっては住民台帳が存在せず、研究のために利用がで

きない場合がある。住民台帳を利用できない場合の代替法の一つに、エリアサンプリング

法があるが、ここでは詳しく述べない。サンプリング方法はデータの代表性に関わるため

重要である。 

 

調査票 

日本老年学的評価研究（JAGES：Japan Gerontological Evaluation Study）が日本国内

で使用している調査票をベースに、ミャンマーの公衆衛生学・老年学研究者とともに高齢

者に特化した質問票を作成した。社会背景や文化的背景の違いから、日本国内で使われて

いる質問項目がミャンマーでは意味を成さないケースも複数あり、ミャンマーの文脈に合

わせて調査票を改変した。例えば、日本では社会参加として、趣味の会、スポーツクラブ

やボランティア活動への参加が活発に行われているが、ミャンマーでは趣味の会やスポー

ツクラブに参加している人はほとんどおらず、宗教的な集まりに参加したり、宗教施設

（仏教寺院など）で行われるチャリティ活動に参加することが多い、という違いがあるた

め、このような状況に合わせて質問項目を改変した。 

一方で、調査参加者が日常的に使用する言語は現地語であり、調査票は日本語から英語

に翻訳されたものであることから、調査票を英語から現地語に翻訳する際には慎重を期し

た。具体的には次の①～③の手順に従った。 

① 英語版の調査票を基にして、ミャンマーの文脈に応じて改変した調査票をミャンマー

側の研究者が現地語（ミャンマー語）に翻訳した。 

② 現地語の調査票を初めて見る別の研究者が改めて英語に翻訳し（バック・トランスレ

ーション）、現地語の調査票にもとの調査票の意味が正しく反映されているかを確認

した。 

③ もとの調査票との齟齬が生じていた場合は修正し、最終化した。 

 

訪問とインタビュー 

前述のサンプリング法により抽出された高齢者宅を調査員と現地の保健師等（地域保健

関係に従事するスタッフ）がペアになり訪問した。調査は調査票を用いて面接法により実

施した。同時に現場で簡易に測定可能な身長、体重、握力、血圧を測定し記録した。初回

の調査は訪問調査を行ったが、2回目以降の追跡調査では本人または家族・友人に電話で

質問し回答を記録した。家族・友人にも電話がつながらなかった場合は地域住民を把握し

ている人に問い合わせ、簡単に本人の消息や状況を聞き取り、記録した。 
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調査から得られた分析結果の例 

2018年 9-11 月をベースラインとして約 3年間にわたり追跡調査をした結果、2021年時

点で 93名の死亡が確認された。カプランマイヤーの生存曲線から農村部の男性で最も死

亡が多く、都市部の女性で最も少ないことが示された（図 1）。性、年齢、教育歴、経済状

況を調整した COX 比例ハザード分析からは、情緒的サポートを受けていたり、手段的サポ

ートを与えていると有意に死亡が少なく、政治グループへの参加があると死亡が多かっ

た。また、有意ではないが週 1回以上友人と会っていたり、宗教関連の集まりに参加して

いると死亡が少なかった（図 2）。これらは分析結果の一例であるが、このように個別の縦

断データがあれば、死亡や身体機能低下といったアウトカムとの関連要因を明らかにする

ことができる。このような関連要因は学術的に公表されている知見も複数あるが、国際論

文で公表されているものは欧米や先進諸国からの知見が多い。社会経済状況や文化的背景

も異なる低中所得国には、あてはまらないことや、未知の関連要因があっても不思議では

ないことから、それぞれの国や地域で、個別データを収集することには意義があると考え

られる。 

 

図 1. カプランマイヤー生存曲線 
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3）地域調査により個別データを得る際の課題 

 調査実施にかかるコストの課題 

郵送システムが十分に機能していなかったり、郵送できても調査への理解が不十分

で満足な回収率が得られない等、低中所得国において確実にデータを取得するために

は訪問調査が必要である。また、調査データの質を担保するためには訪問調査員のト

レーニングが必要である。このように、地域調査を実施して調査データを得るのには

一定のコストがかかる。 

 

 調査デザインと質問票作成 

調査サンプルの代表制を確保するためには、調査地の選定とサンプリングの方法に

十分注意する必要がある。調査費用に応じて調査地域の数が限られることもあり、市

街地と農村部など、属性や環境の多様性を考慮した抽出が望まれる。また、調査票の

作成に際して、多国間や多地域間における比較検討のため、可能な限り項目や設問を

統一することが理想的である。しかし、国の文化・習慣や社会的背景の違いから、必

ずしも質問項目を統一できない場合がある。国や地域の特徴に応じた調査票の作成が

必要である。 

今後、HAAI を Active Ageing の指標として使用する際、地域調査で推奨される項目

を統一して示すことで、その後の国と国との比較や地域間の比較にデータを役立てる

ことが可能となる。  
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Part 4: 改訂版 ASEAN-JAPAN Healthy & Active Ageing 

Index （HAAI）に関する ASEAN 諸国等の高齢化対策の参考

事例 

 
A. 緒言＆方法 

6 領域 25 指標からなる ASEAN-JAPAN Healthy & Active Ageing Indicator 2017 

(ASEAN-JAPAN HAAI 2017)に沿って、ASEAN を中心としたアジアの高齢化の状況につい

て、国際機関や各国政府のウェブサイト、報告書、論文を通じて情報収集し、既存の高

齢化指標との比較を行うなどして、指標の改訂案を検討してきた。 

6 領域 43 指標からなる改訂版 ASEAN-JAPAN HAAI の各指標の改善に寄与すると考えら

れた 38 の先行事例のうち、本章では、特に各 Domainでイノベーションがあり、指標改

善に役立つと考えられる事例を紹介する。 

Domain 1. 政策および統計では、多部門の連携やヘルスケアに関わる計 3事例、Domain 

2. 所得および生活保障では高齢者も活用できる銀行口座システム、携帯サービスのア

プリ活用の計 2事例、Domain 3. 健康および生活の質では、障がいや（手段的）日常生

活活動[(i）ADL]、認知症、主観的健康観、介護に関わる計 6事例、Domain 4. ソーシ

ャル・キャピタルでは、社会活動への参加や地域の信頼に関わる計 5事例、Domain 5.

能力を生かせる環境では、生涯学習に関わる 1事例、Domain 6. COVID-19では、パン

デミックの際の高齢者ケア、ニーズ対応に関わる計 2事例を抽出した。 

事例収集には、公益財団法人日本国際交流センター（Japan Center for 

International Exchange: JCIE)ならびに東アジア・アセアン経済研究センター

（Economic Research Institute for ASEAN and East Asia: ERIA）が、日本政府によ

るアジア健康構想(Asia Health and Wellbeing Initiative: AHWIN)の一環として共催

する、アジア各国から健康長寿の達成、高齢者ケアの向上に資する取り組みを募集・

表彰するアジア健康長寿イノベーション賞（Healthy Aging Prize for Asian 

Innovation: HAPI）において表彰された事例などを活用した。また、研究者間で話し

合い、その中で挙がったキーワードを基に検索し、主にアジア諸国で行われている活

動で該当した事例を、高齢者に特化した例ではなくても、改訂版 ASEAN-JAPAN HAAIの

指標の改善に寄与すると考えられる場合は追加した。更に、研究分担者（菖蒲川）ら

によってミャンマーの地域在住高齢者に対して実施された訪問調査に基づく事例も 1

件追加した。 

 

（倫理面への配慮） 

一般公表されている報告の利用に沿って実施されたものであり、倫理的配慮を要しな
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い。なお、事例の使用にあたっては、公益財団法人日本国際交流センターの承諾を得た。

それぞれ使用した事例について、参考としたページの URLを付記した。 
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B. 結果 

Domain 1. 政策および統計 

指標: 他部門に及ぶ健康およびアクティブ・エイジング 

-好事例- 

タイトル: 省庁連携による介護ケア 

組織： タイの省庁など 

場所：タイ 

区分: 自立支援 

内容の要約 

  出生率の低下と平均寿命の伸びにより、タイは急速に高齢化が進んでいる。そのようなタイは介護ケア

（Long-Term Care: LTC）に関する明確なビジョンを持ち ASEAN諸国のフロントランナーとなっており、他国と

共有すべき数々の革新的な技術を有している。つまりタイは LTC システムの開発に向けて大きく前進しており、

その強化、拡大、改善に取り組んでいるといえる。 

タイには LTCを統括する組織はないが、各省庁の役割分担が明確となっている。2009 年、タイは LTCの定義を

策定した。この定義は、社会的、健康的、経済的、環境的なケアのすべての側面を包含している。この定義では、

LTC を「慢性疾患や障害によって困難な状況にあり、日常生活活動（Activity of Daily Living: ADL）を部分的

または全面的に周囲に依存する高齢者が必要とするケア」としている。 

各省の役割分担が明確になったことで、タイでは LTC のための体制が整った。これにより、LTC サービスの提

供に関わるさまざまな省庁間の調整が容易になった。  

- 公衆衛生省：医療と医療提供者のモニタリング 

- 社会開発・人間安全保障省：高齢者在宅介護ボランティア制度の開始を含む社会的介護の規制  

- 内務省：地方自治体管理  

- 財政省：財政政策管理（タイの高齢化に対応する政策の資金調達を含む）  

- 保険委員会事務局：介護保険を含む保険の規則 

- 国民健康保険事務所：地域ベースの介護ケアを含む国民皆保険を提供  

- 国家高齢者委員会：高齢者に関する国家計画の作成 

 

参考文献 

The Road to Better Long-Term Care in Asia and the Pacific-Building Systems of Care and Support for 

Older Persons- 

Asian Development Bank 2022 

https://www.adb.org/sites/default/files/publication/797321/better-long-term-care-asia-pacific.pdf 

 

 

期待される指標との関連 

各省庁が LTC について役割分担を明確にし、省庁間の調整が容易になったことは、多方面から健康で活動的な

高齢化に寄与している。 
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指標：他部門に及ぶ健康およびアクティブ・エイジング  

-好事例- 

タイトル：訪問調査データを用いた可視化ツールおよびワークショップの実施 

組織: ミャンマーの大学と地方自治体（日本人研究者との共同研究） 

場所: ミャンマー 

区分: 自治体への働きかけ 

内容の要約： 

  ミャンマーの地域在住高齢者の健康状態、日常生活機能、社会状況等を把握する

ために都市部（ヤンゴン地域）と農村部（バゴー地域）の計 12のタウンシップから 100名ずつ（計 1200名）の

高齢者に対し訪問調査を実施した。ミャンマー高齢者の実態を明らかにする調査となり、学術的に公表された一

方で、現地の公衆衛生スタッフに調査結果を共有する方法を模索した。 

  YANGON HEARTと BAGO HEARTという視覚化ツールを開発した。高齢者の健康状態、日常生活機能等をタウン

シップ単位で双方向的に視覚化できるツールであり、ミャンマー語版を開発し、現地で利用可能な形態で配布し

た。また、ツールを実際に PC上で操作しながら地域（タウンシップ単位）別の課題を抽出したり、その解決方法

を探索したりするワークショップを実施した（ヤンゴン地域ラインタヤタウンシップ）。ワークショップには、ワ

ークショップにはラインタヤタウンシップの TMO（Township Medical Officer）、THO（Township Health Officer）、

PHS1（Public Health Supervisor1）、HA（Health Assistant）、LHV（Lady Health Visitor）、MW（Midwife）、PHS2

（Public Health Supervisor）ら 41名と研究者等のオブザーバー20名が参加した。参加者は 7つのグループに

分かれてグループワークを行った。グループにはそれぞれ見える化ツールが入った 1台のノートパソコンが配布

され、ツールを実際に操作しながらグループワークを進めた。 

 

 

 

 

 

Cohort profile 

https://bmjopen.bmj.com/content/10/10/e042877.abstract 

WHO NEWS 

https://extranet.who.int/kobe_centre/en/news/YangonWS 

 

 

期待される指標との関連 

高齢者の健康指標をツールにより視覚化し地域の保健担当者が使用可能な形にしたことで、調査データを現場

レベルで活用することができるようになった。これにより指標の改善につながる活動を現場から発想し実践でき

る足がかりとなることが期待される。 
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指標： ヘルスケア 

-好事例- 

タイトル：タイ保健省による高齢者の健康管理への支援について  

組織：タイ保健省  

場所：タイ 

区分: 自立支援 

内容の要約： 

 タイ保健省（Department of Health: DOH）が高齢者の健康状態を調査した結果、約 745万人が家の外での活

動を続けており、近所や市場の人々、身近な知り合いと会うことができていることが明らかになった。また基本

的に自分の家に限定されるが ADL の一部または全てを行うことができる高齢者が約 20 万人いることも明らかに

なった。そして、約 4.7 万人の高齢者が寝たきりになっているか、ADL に常勤の介助が必要であることがわかっ

た。このような現状を受け、高齢者の健康状態を向上または維持するために DOHが実施しているプロジェクトや

介入策の一部が下記となる。 

 

1) 高齢者クラブなどを通じて社会的なつながりを持つ高齢者のためのウェルネス計画を作成し、15,000人の目

標のうち 48,428人（2021 年 8月 31 日現在）の高齢者の活動を組織化した。 

 

2) 13の地域健康ゾーンに分布する 45 カ所で、高齢者に優しいモデル都市／コミュニティの開発を支援し、地方

行政組織やネットワークパートナーと包括的な活動を行った。 

 

3) 寝たきりの高齢者のための介護プログラム情報システムを開発し、15,114人の登録ケアマネージャー、94,968

人の介護者、2,205人の高齢者介護ボランティア（2021年 12月末時点）を擁した。 

 

4) 高齢者の LTC システムを持つタンボン（小地区）を支援した。DOH の調査では、タンボンの 96.4％がタイ保

健省の適切な LTCの基準を満たしていた（全 7,255タンボンのうち 6,997タンボン）。 

 

5) 要介護高齢者のケアプラン作成を支援した。これにより、要介護高齢者総数 364,410 人のうち 326,437 人

（92.1％）をカバーした（2021 年 12 月 30日現在）。 

 

6) 高齢者一人ひとりの健康記録として、高齢者向けアプリケーションを開発した。 

 

Situation of the Thai Older Persons 2021 

https://www.dop.go.th/download/knowledge/th1663828576-1747_1.pdf 

 

期待される指標との関連 

DOH が実施した上記プロジェクト・介入は、ヘルスケア（自らの『生きる力』を引き上げ、病気や心身の不調か

らの『自由』を実現するために、各産業が横断的にその実現に向け支援し、新しい価値を創造すること、または

そのための諸活動（日本ヘルスケア学会による定義））の一環であるといえる。 
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Domain ２．所得および生活保障 

指標：経済的手段  

-好事例（高齢者限定ではない）- 

タイトル：M-Pesa  

組織：Safaricom（ケニア）＆Vodacom（南アフリカ） 

場所：南アフリカ、ケニア、タンザニア、アフガニスタン、インド、ヨーロッパ、エジプト、モザンビーク、

レソト王国 

区分: テクノロジー＆イノベーション   

内容の要約： 

 携帯電話を利用して、少額から安価で非接触型決済、送金ができるサービスがある。例えば、高齢者限定のサ

ービスではないが、低所得国などを中心にサービスを展開している M-Pesa は、アカウントを開いてお金を保証

金として預け、携帯電話の SMSを利用して送金することができる。 

https://www.vodafone.com/about-vodafone/what-we-do/consumer-products-and-services/m-pesa 

                   

 
                  M-Pesa in Kenya (Photo by Dr. Reiko Hayashi) 

期待される指標との関連 

M-Pesaが高齢者に普及することは、銀行口座を持つ高齢者が増加することを意味する。 

 

指標：経済的手段  

-好事例（高齢者限定ではない）- 

タイトル：国営の社会保障機構（SSS）のモバイルアプリケーションについて  

組織：SSSモバイル  

場所：フィリピン 

区分: テクノロジー＆イノベーション 

内容の要約： 

 銀行に口座を開設すると、高齢者各自が自身の情報を登録することがで

きるサービスである。例えば、国営の社会保障機構のモバイルアプリケー

ション（The state-run Social Security System’s mobile 

application）である SSSモバイルアプリというものがある。年金受給者は

SSS-ExT（SSS Self-Service Express Terminal）を通して、毎月の拠出

金、ローンの状況、IDカード情報、病気などの給付金請求の状況、雇用履

歴などの記録を SSSモバイルアプリで確認することができる。その他、SSS 

Web サイトの My.SSSにログインすると、退職金請求申請書の提出、SSS支店への予約・場所の照会、SSS情報の

照会、基金の登録、記録の要求なども可能となる。

https://play.google.com/store/apps/details?id=com.sssgov.sssmobileapp&hl=ja&gl=US&pli=1 

期待される指標との関連 

銀行口座を開設すると、高齢者にとって便利なアプリケーションに登録できるというメリットがあり、銀行口

座を開設しようとする高齢者割合が増える可能性がある。 

Domain 3. 健康および生活の質 
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指標: 障害：日常生活活動（ADL） 

-好事例 - 

タイトル: 病院と自治体の連携による患者の自己管理支援で脳卒中の再

発予防 

組織: 駒ヶ根市 

場所: 日本 

区分: 自立支援 

内容の要約： 

 長野県駒ヶ根市では、昭和伊南総合病院と連携し、退院後の高齢者の脳

卒中再発予防を中心とした患者中心のプログラムを実施している。 駒ヶ根市は、病院と連携して、入院中から患

者とその家族への教育を行い、入退院後 1年間の脳卒中患者支援の道を切り開いてきた。 

 患者中心のアプローチと市の「マイページ」ウェブサイトの使用により、患者は自分の健康管理をできるよう

になった。データを使用して適切なターゲットの人を把握することにより、どの介入が最も重要な影響を及ぼし

たかを確認している。 

 

期待される指標との関連 

退院後 1年間の脳卒中患者支援や、患者自身が健康管理をできるウェブサイトの開設で、脳卒中経験後も自立

した生活を送れる患者が増加する可能性がある。 

Healthy Aging Prize for Asian Innovation 2020  

https://www.ahwin.org/preventing-stroke-recurrence-through-a-hospital-local-government-

partnership/ 
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指標: 障害：日常生活活動（ADL） 

-好事例 - 

タイトル：高齢者の眼を守るプログラム 

組織: ベトナム高齢者協会(VAE) 

場所: ベトナム 

区分: 自立支援 

内容の要約： 

ベトナム国内の高齢者 367万人（高齢者人口の約 3分の 1）に対して、ベ

トナム高齢者協会（Vietnam Association of the Elderly: VAE）は、眼の

検査スクリーニングおよび治療を実施した。20 万個以上の眼鏡を低コストまたは無料で提供し、50 万人以上が

無料で白内障手術を受けた。 

VAE は高齢者の眼の健康の重要性についての認識を高めるため、政策立案者、ドナー、メディア、および民間部

門に対して定期的なロビー活動を積極的に実施した。また、ベトナム全土の高齢者に関わる協会や世代間自助ク

ラブと協力し、全国基金を創設して、人材・財源の確保を行っている。 

 

期待される指標との関連 

眼鏡の無料または低価格での提供や白内障手術を無料で実施し、高齢者の眼の健康を維持することで、自立し

た生活を送れる高齢者が増加する可能性がある。 

Healthy Aging Prize for Asian Innovation 2020  

https://www.ahwin.org/bright-eyes-for-older-people/ 
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指標: 認知症有病率 

-好事例 -  

タイトル: KBグッドメモリースクール-シニアセンターを拠点とした認知症

予防のためのプログラム- 

組織: 韓国高齢者福祉センター協会(KASWC) 

場所: 韓国 

区分: 自立支援 

内容の要約： 

KB グッドメモリースクールは、コミュニティベースの非医療的な環境で実施するように設計された高齢者中心

の認知症プログラムである。プログラムを検証および標準化するために、ソーシャルワーク、公衆衛生、精神医

学、および予防医学の専門家で構成される学際的な諮問委員会を設置し、学校のプログラムはエビデンスに基づ

いて、開発されている。このプログラムは、韓国政府による認知症に関する国家政策の導入と同時に行われ、相

乗効果を生み出すことができると期待されている。 

 

期待される指標との関連 

認知症プログラムに参加する高齢者数が増えることで、認知症の割合を低下させることができる可能性があ

る。 

Healthy Aging Prize for Asian Innovation 2020  

https://www.ahwin.org/kb-good-memory-school/ 
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指標: 主観的健康観 

-好事例- 

タイトル: みんなでつくるアクセシビリティマップアプリ「WheeLog!」 

組織: WheeLog 

場所: 日本  

区分: テクノロジー＆イノベーション 

内容の要約： 

 車椅子利用者や移動が制限される人にとって馴染みのない場所への移動に

は、大量の情報、慎重な計画、そして勇気が必要になる場合がある。携帯電

話やコンピューター向けのアプリケーションである WheeLog！は、車椅子の

ユーザーや移動が困難なユーザーが公共スペースのアクセスを確認し、バリアフリー関連の情報を世界中から

共有できるマップを作成した。 

 
 

期待される指標との関連 

車椅子利用者が移動するためのマップの作成は公共サービスへアクセスできる車椅子を利用する高齢者の増加

につながり、ウェルビーングの向上につながる可能性がある。 

 Healthy Aging Prize for Asian Innovation 2021  

https://www.ahwin.org/wheelog-an-accessibility-map-application-created-by-everyone/  
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指標: 主観的健康観 

-好事例- 

タイトル: 地域のカーシェアリング/Green Slow Mobility/Welfare Mover 

場所: 日本  

区分: 地域密着型の取り組み 

内容の要約： 

 日本の山間部地域などで高齢化・過疎化が進む地域では、住民が支え合っ

て買い物や通院時の移動手段を確保するためにカーシェアリングが導入され

ている。例えば、大津市北部の山間部に位置する葛川学区で、地域で車を共

同利用する「コミュニティ・カーシェアリング」を行っており、利用者は距

離や行き先に応じて車のリース代や燃料代、運転手への謝礼などの経費を積立金として同サークルに支払う仕

組みで、一定期間ごとに経費と積立金の過不足を精算し、返金か追加徴収している。 

https://www.sankei.com/article/20191221-YDENTDMRVZLVHK64M2KBGBIPPE/ 

  また、時速 20キロメートル未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービスやその車両

をさすグリーンスローモビリティが導入された地域もある。地域住民の自分らしい暮らしを支えるために、地

域での買い物やグループ活動、イベント等さまざまな地域の活動に活用している。例えば、千葉県松戸市で地

域導入した河原塚地域・小金原地区では、夕方の防犯パトロールやクリスマスのイベント等の地域の活動の際

に活用されている。 

https://www.city.matsudo.chiba.jp/matsudodeikiiki/PR_tokushu/gurisuro2021.html 

 更に、全国に 2万 3000施設以上が軽度から中度の要介護者の生活を支えているのがデイサービスであるが、

このビジネスモデルが構築されている。デイサービスとは、介護が必要な高齢者が通い、レクリエーションや

入浴、食事提供などのサービスを受けられるサービスを指し、年間 220万人が利用するサービスである。介護

が必要な高齢者自身で通えるという人はごくわずかなため、職員が施設の車両で送迎するのが一般的である。

この送迎に着目し、ビジネス化することが注目されている。例えば、スマホに専用のアプリをダウンロード

し、行き先を 5つまで登録する。病院や役所、近所のショッピング施設などを登録し、送迎を利用したいとき

は、アプリを開いて事前に登録した行き先を選択する。近くにいて同じ方向に向かっている送迎車を AIが瞬時

に選び出し、車と人をマッチングする。車の場所と到着時間がアプリの地図上に表示される。その後、『決定』

を選択すると、送迎者が来るのを待っていればよいという仕組みである。   

https://socialaction.net/ 

 

イメージ写真 

期待される指標との関連 

カーシャアリングなどの活用によって、基本サービスへアクセスできる高齢者が増加し、ウェルビーングが

向上すると考えられる。 
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https://www.sankei.com/article/20191221-YDENTDMRVZLVHK64M2KBGBIPPE/
https://www.city.matsudo.chiba.jp/matsudodeikiiki/PR_tokushu/gurisuro2021.html
https://socialaction.net/


指標: 主観的健康観 

-好事例- 

タイトル: ヒューストン・アポロ・モデル -遠隔地の高齢者のための持

続可能なインテリジェント・コミュニティ・ヘルス・サービス 

組織: 国立台湾大学病院雲林分院（NTUHYL）  

場所: 台湾 

区分: 地域密着型の取り組み 

内容の要約： 

既存の地域活動を活用した医療サービスを提供するための革新的な「ヒューストン・アポロ・モデル」を開

発した。地元の医師と連携して、政府予算によって支援されているコミュニティ食事サービスサイトで高齢者

に無料の遠隔医療相談と健康状態のモニタリングを行っている。既存のコミュニティ食事サービスプログラム

を利用することで、「ヒューストン・アポロ・モデル」はアウトリーチに多くの投資をすることなく多数の高齢

者にサービスを提供することが可能となった。更に、この活動によって高齢者は医療サービスへのアクセスが

しやすくなった。 

 

期待される指標との関連 

高齢者への無料遠隔医療相談、健康状態のモニタリング、コミュニティ食事サービスによって、多くの高齢者

が基本的なサービスへアクセスできるようになり、ウェルビーングが向上する可能性がある。 

 Healthy Aging Prize for Asian Innovation 2021  

https://www.ahwin.org/houston_apollo_model/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57



指標: 要介護 

-好事例- 

タイトル: AI高齢者見守りシステム「SmartPeep」 

組織: SmartPeep 

場所: シンガポール、マレーシア 

区分: テクノロジー＆イノベーション 

内容の要約： 

 既存のモニタリング技術と AI を組み合わせることで、アラートを発する「ケアを中心にした光学センサー」

を開発した。これによって、介護施設における介護者の負担を軽減することができた。さらに、介護者が気づ

きにくい入居者の行動の変化をフォローすることができた。 

  

 

期待される指標との関連 

モニタリング技術と AIを組み合わせた光学センサーによって、必要な介護を受けることができる高齢者が増

加すると考えられる。 

Healthy Aging Prize for Asian Innovation 2020  

https://www.ahwin.org/smartpeep-ai-elderly-sitter-

system/ 
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Domain 4. ソーシャル・キャピタル 

指標: 社会活動への参加（地域活動、政治活動、宗教活動） 

-好事例- 

タイトル: インドネシア高齢者フレンドリーコミュニティ・プログ

ラム-高齢者とその介護者のための地域密着型教育 

組織: インドネシア Ramah Lansia (IRL)財団 

場所: インドネシア 

区分: 地域密着型の取り組み 

内容の要約： 

IRL財団は、高齢者と介護者の両方を対象に、高齢者にやさしいコ

ミュニティの構築に重点を置き、様々なコミュニティベースの教育プログラムの開発を実施している。これらの

プログラムは、高齢者が健康で自立した生活を送るために必要なツールを提供しており、インドネシア全域の多

くの場所で採用されている。コミュニティの人々のエンパワーメントとコミュニティリーダーのコミュニケーシ

ョンを重視することで、コミュニティ全体がプログラムに関わるようにした。更に、高齢者と介護者の両方にサ

ービスを提供するために、プライマリケアと母子保健の既存のコミュニティベースのケアモデルを利用した。高

齢者の学校では、参加者を活動の対象としてだけでなく、教育を受けた後は、他の人の先生になることを奨励し

た。これらのトレーニングの資料やプログラム実施により得た教訓は、全国で共有ができるようになっており、

プログラムを全国で簡単に展開できるように工夫されている。  

  

期待される指標との関連 

コミュニティベースの教育プログラムに高齢者が参加することは、社会活動に参加する高齢者を増やすことに

つながると期待できる。 

Healthy Aging Prize for Asian Innovation 2020  

https://www.ahwin.org/indonesia-elderly-friendly-community-program/ 
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指標: 社会活動への参加（地域活動、政治活動、宗教活動） 

-好事例- 

タイトル: バンコク都庁の介護予防モデル 

組織: バンコク都庁保健局 

場所: バンコク（タイ） 

区分: 地域密着型の取り組み 

内容の要約： 

介護予防 (Preventative Long-Term Care: PLC) モデルを使用し

て、高齢者の心身の健康増進を目的としたコミュニティベースのプログラムを開始した。プロジェクトにはコミ

ュニティベースの要素としてインストラクターのトレーニングに加えて、トレーニングを受けたインストラクタ

ーがその後にコミュニティのボランティアをトレーニングするなどして、コミュニティトレーナーになることも

できる取り組みとなっている。「コミュニティトレーナー」として活動することで、高齢者は地域活動に参加して

いるという感覚が生まれ、地域と関わる機会を得ることができる。また、地方自治体からのコミットメント、公

共部門およびコミュニティの関与、および PLC活動を実施するための資金提供をコミュニティが要求する能力が

組み合わされて、プロジェクトは持続可能なものとなっている。 

 

 

期待される指標との関連 

高齢者がコミュニティのインストラクターになれることは社会活動への参加の動機になり、更に、資金提供を

要求できる能力があることは、持続的に社会参加の機会を得ることに繋がると考えられる。 

Healthy Aging Prize for Asian Innovation 2021  

https://www.ahwin.org/bangkok-metropolitan-administration-model-of-preventive-long-term-care/ 
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指標: 社会活動への参加（地域活動、政治活動、宗教活動） 

-好事例- 

タイトル: もうひとつの家、くつろぎとリフレッシュの場 

場所: 日本 

区分: 地域密着型の取り組み 

内容の要約： 

日本では、住民同士が気軽に集い、一緒になって内容を企画し、活動内容を

決め、ふれあいを通して. 「生きがいづくり」「仲間づくり」の輪を広げる

「通いの場」と呼ばれる活動が広がっている。高齢者に限らず、子ども連れの母親、昼食時に来るサラリーマ

ンなど、さまざまな人が集う「通いの場」もある。また「通いの場」で「助け合い」を促すために、「時間通

貨」の活用をしているところは全国 40か所以上ある。例えば、NPO法人「たすけあい遠州」（静岡県袋井市）が

運営する街の居場所「もうひとつの家」では、「ありがとう」の気持ちを込めて、時間通貨である「周」という

カードを渡す。「「周」があることで、困ったときに気兼ねなく頼むことができ、助ける側も張り合いが出ると

いう仕組みが使われている。https://www.sawayakazaidan.or.jp/ibasyo/case/06toukai/mouhitotsu.html 

  
Photos by Ministry of Health 

 https://kayoinoba.mhlw.go.jp/  

 

期待される指標との関連 

高齢者を含む地域住民が気軽に集まれる場所を提供することは、高齢者が社会活動へ参加することを促進する

と考えられる。 
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https://kayoinoba.mhlw.go.jp/


 

指標: 地域への信頼 

-好事例- 

タイトル: 不正行為の予防 

組織：警察、銀行、コンビニ、郵便局、宅配業者、食品メーカー、マスコ

ミ、自治体 

場所: 日本 

区分: 自立支援 

内容の要約： 

 日本で振り込め詐欺などの特殊詐欺の被害者の大多数が 65歳以上の高齢者である。警察では、高齢者を標的

とした特殊詐欺に重点を置くなど、手口・被害実態を分析し、これを踏まえて、犯行拠点の摘発やだまされた

振り作戦の実施等により、犯行グループの検挙の徹底を図っている。警察では、様々な機会を通じて、犯行の

手口や被害に遭わないための注意点等の情報を積極的に発信しており、特に高齢者に対しては、諸方面から注

意喚起がなされるよう広報啓発活動を行っている。 

 特殊詐欺の被害金の多くが金融機関の窓口や ATMを利用して出金又は送金されていることから、金融機関職

員等による顧客への声掛けは、被害防止のために重要である。警察では、声掛けをする際に顧客に示すチェッ

クリストの提供、金融機関等の職員と協働で行う訓練等により、声掛けを促進している。また、郵便・宅配事

業者やコンビニエンスストアに対しては、被害金が入っていると疑われる荷物の発見・通報を依頼するなどし

て連携を強化している。大手食品メーカーの山崎製パンは千葉県警とコラボレーションして特殊詐欺の被害を

防ぐためのメッセージがパッケージに書かれた菓子パンを作成し、県内のコンビニエンスストアやスーパーな

どで販売した。こうした官民一体となった予防活動により、平成 27年には、1万 2,332 件、約 267.0 億円の被

害を未然に防止した。 

また、メディアでは、例えば NHK 北海道は「だまされん DO！」の特設サイトを開設し、予兆電話の発生地域、

防犯のヒントを掲載している。 

被害防止に乗り出した自治体では、通話を録音する機能などを備えた電話機の普及を進め、65歳以上の住人

がいる世帯がこうした電話機を購入する場合、補助金を出すなどもしている。 

https://www.npa.go.jp/hakusyo/h28/honbun/html/st400000.html 

https://www.nhk.or.jp/shutoken/chiba/article/003/18/ 

https://www.nhk.or.jp/hokkaido/articles/slug-n0bb1e43b393f 

 

イメージ写真 

期待される指標との関連 

地域で高齢者の詐欺被害を予防する取り組みは、地域で安心して暮らし、地域への信頼を持つ高齢者の増加に

つながると考えられる。 

 

 

 

 

 

62

https://www.npa.go.jp/hakusyo/h28/honbun/html/st400000.html
https://www.nhk.or.jp/hokkaido/articles/slug-n0bb1e43b393f


指標: 地域の安全 

-好事例- 

タイトル: 認知症の人のための QRコードジェルのネイルシール 

組織:  ORANGE LINKS 

場所: 日本 

区分: テクノロジー＆イノベーション 

内容の要約： 

 QR コードを備えたジェル ステッカーを人の手と足の爪に貼り付ける。 警

察は、道に迷った高齢者を発見した場合、QR コードをスマートフォンで読み

取ることで、高齢者が選択していた家族や介護施設などの電話番号がわかり、連絡をとることができる。 

 

 

期待される指標との関連 

ステッカーをつけることで、安心して一人で歩くことができるようになる可能性がある。 

Healthy Aging Prize for Asian Innovation 2022  

https://www.ahwin.org/orange-links-qr-code-dementia/ 
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Domain 5. 能力を生かせる環境 

 

指標: 教育 

-好事例- 

タイトル: 生涯学習 

場所: 日本 

区分: 地域密着型の取り組み 

内容の要約： 

近年、地域に埋もれている様々な資源を学習のための資源として活用し、学習プログラムを開発・提供する

地域密着型の「生涯学習大学」が設立・運営されている。 

例えば、東京・渋谷を拠点に活動を展開し、渋谷の街全体をキャンパスにして生涯学習事業を行う「シブヤ大

学」は、誰でも無料で学べる、まちの学び場である。特別な技術を身につける場所でも、研究を行う場所でも

なく、本人が“何か”を見つける場所という位置づけとなっている。シブヤ大学が提供するのは、きっかけと

なる学びで、好きなこと、豊かな暮らし、仲間、居場所、新しい自分、社会の変え方を見つけることがコンセ

プト。高齢者にとどまらず、誰でも、学べる場として機能する。 

https://www.shibuya-univ.net/about/ 

 

期待される指標との関連 

生涯学習大学の取り組みは、退職前の人や高齢者が学び、再就職したり、生涯に渡って学べる場所となる。 
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https://www.shibuya-univ.net/about/


Domain 6. COVID-19 

 指標: COVID-19 致命率 

-好事例- 

タイトル: COVID-19パンデミック時の屋内自律型ロボットを用いた

非接触型サービスによる介護者・高齢者のキャパシティビルディング 

組織: マレーシア高齢化研究所 

場所: マレーシア 

区分: テクノロジー＆イノベーション 

内容の要約： 

 高齢者の介護で利用できる非接触型の自律型ロボットを開発した。

マレーシア高齢化研究所の学際的アプローチで、パンデミック時の介

護施設のニーズを迅速に特定し、介護スタッフと居住者を保護するのに役立つ課題解決法になる開発をするこ

とができた。 

 
期待される指標との関連 

非接触型の自立型ロボットを活用することで、高齢者と介護者の COVID-19の感染リスク、重症化リスクおよ

び死亡率を抑制できる可能性がある。 

Healthy Aging Prize for Asian Innovation 2021 

https://www.ahwin.org/capacity-building-for-caregivers-and-older-persons-for-contactless-

deliveries-using-indoor-autonomous-robots-during-the-covid-19-pandemic/ 
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指標: COVID-19致命率  

-好事例- 

タイトル: コロナ禍の高齢者に寄り添う 

組織: Indonesia Ramah Lansia 西ジャワ支部 

場所: インドネシア 

区分: 地域密着型の取り組み 

内容の要約： 

非営利組織 Indonesia Ramah Lansia (Indonesia Friendly to The 

Older Adult : IRL)の西ジャワ支部は、社会活動、介護者トレーニン

グプログラム、高齢者の育成など、コミュニティの高齢者向けのさま

ざまなプログラムを実施するために 2019 年に設立された。 

COVID-19のパンデミックがコミュニティに影響を及ぼし始めたとき、IRLは西ジャワの人々を支援するため

に包括的で持続可能な支援の取り組みを開始した。IRLは、身体的および社会経済状況に基づいて、高齢者のニ

ーズを特定し、高齢者のつながりを強化する以下の 3つのアプローチを開発した。 

-高齢者に栄養価の高い食事と運動を提供する。 

-高齢者のメンタルヘルスをサポートし、つながりを提供する。 

-インドネシア人の地域の知恵である「ゴトンロヨン」（相互協力）を活用し、高齢者を社会の長老として尊重

しつつ、相互のケア意識を高め、支援する。 

 
 

期待される指標との関連 

COVID-19パンデミックの際の高齢者のニーズに基づくサポートは、COVID-19による重症化リスクを抑制でき

る可能性がある。 

Healthy Aging Prize for Asian Innovation 2021  

https://www.ahwin.org/accompanying-the-elderly-to-face-the-covid-19-pandemic/ 
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C. 考察 

改訂版 HAAI のいくつかの指標に関わりがあると考えられる参考事例が存在していた。一方、指標によって、

事例が多数存在しているものもあれば、全く事例があてはまらないものもあり、ばらつきがあった。例えば、

Domain 4の「社会活動への参加」については事例が多く存在していたが、Domain 2の「食料不足」に関して

は、直接的に関連が考えられる事例が見当たらないといったことがあった。これにはシステム導入や、地域介

入などを含めた取り組みを実施した場合に、改善が見えやすいと期待できる指標と、そうではない指標、ある

いは改善のための介入が困難な指標が存在するからではないかと考えられた。また、今回収集したのは 38事例

に留まる。特に、今回、関連する事例がなかった指標については、更に情報収集を行い、改善の方策について

検討することが必要である。 

 また、本章では、選択された 1指標に対して、特に改善が見込まれると考えられる１事例を当てはめている

が、必ずしも 1指標 1事例の関係ではなく、１つの事例が別の指標の改善にも関わる場合もある可能性が考え

られた。 

 事例には、地域レベルで展開されているものから、国レベルで展開されているものがあった。各国、各地域

で事例を参考とする際には、それぞれの社会的、経済的、文化的な背景を考慮しながら、どのレベルで実施で

きるのかを精査する必要がある。また、挙げた事例には、自治体、一般市民、宗教団体、民間セクター、メデ

ィア、地方の医療従事者などを巻き込んだものが多く、官民連携が機能していることや、各省庁がそれぞれの

役割を明確にして施策を展開していることが、成功の鍵になると考えられた。 

更に、ICT（Information and Communication Technology）を活用した高齢者の見守りや、公共スペースなど

への移動の事例も挙げられた。ICTの利活用は、居場所と役割の形成、コミュニケーションや活動の増加、健康

面の改善、楽しみ・喜び・刺激・安心感の提供という効果が期待できると報告されている

(https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/b_free/b_free03_3.html）。今後は、ICTの利活用が改訂

版 ASEAN-JAPAN HAAI の向上、つまりは、高齢者本人の直接的あるいは、間接的な介護予防や健康改善に欠かせ

ないものになると思われる。将来的には、介護負担の軽減にもつながることが期待されると考えられた。一方

で、ICTを利活用する上で、財源や個人負担に加えて、個人情報・利用者情報の取り扱いや利用者のプライバシ

ーの配慮、匿名性と有用性の整理が必要であると考えられる。 

今回は、指標との関連が期待される事例を挙げたが、こうした事例を提示することで指標のイメージが明確

になると考えられる。事例で挙げられたイノベーションが具体的に指標の改善にどの程度寄与しているのかと

いったエビデンスの構築は今後の課題である。 

 

【謝辞】事例の使用にご協力をいただいた、公益財団法人日本国際交流センターに深謝いたします。 
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Part 5：まとめ 

 

1．改訂版 HAAI（Revised ASEAN-JAPAN Healthy & Active Ageing Index）の意義 

 今回、2017 年に策定した 6領域 25 指標からなる HAAI2017を、他の機関や研究者の指標を参考にして、6領域

43 指標からなる改訂版 HAAI を作成した。領域数は同じであるが、領域の内容は全面的に見直し、6 領域を通し

てヘルシー＆アクティブ・エイジングに関する概念の整理を図った。また、前回と異なり、6 領域に含まれる各

指標に当てはまる数値の有無や原数値をカテゴライズするなどして数値化し、偏差値を算出することで、領域間

および各国間の比較ができるようにした。その結果をレーダーチャートで表し、視覚的にも理解が促進されるよ

う工夫した。 

 このような指標作成時に問題になるのが、国によって測定方法が異なったり、数値そのものがなかったりする

ことである。今回もそのような問題点は依然としてあったが、各指標に当てはまる数値の有無や原数値をカテゴ

ライズするなどして数値化し、偏差値を算出し、統合された Index として示すことで、全体的な傾向を把握する

ことができ、領域間および各国間の比較が可能となった。レーダーチャートによる視覚化も含めて、実際の政策

開発の現場で活用が可能なレベルのものになったのではないかと考えられる。 

 つまり、指標化においては、データが揃わない、データが統一できないから意味がないのではない。重要なの

は、欠損値や原数値のばらつきも適切に扱うことによって、大まかな現状把握や比較が可能となり、政策開発の

現場において、実際的な意味で十分役に立つエビデンスとして活用できるということである。 

 特に文化的・政策的に近しい関係にある ASEAN 諸国においては、本改訂版 HAAI によって、自国の高齢化政策

の優れている点、改善が必要な点が、各国の比較という形で示されるメリットは大きいものと考えられる。 

 また、本改訂版 HAAI には、SDGs と関連する指標が一定数含まれており、効率的に適切な数値を入手できるこ

とが期待される。また、各国の高齢化政策の SDGs全体における位置づけもより明確になろう。 

 いくつか課題もある。一つは、数値が高い方が望ましいのか、低い方が望ましいのか、判断しにくい指標が含

まれることである。例えば、Indicator 3.8 認知症有病率、Indicator 3.10 要介護 などがそれにあたる。一般

的に、それまで注目されてこなかった事象においては、統計をとり始めることによって、ケースが発掘され、見

かけ上、数や割合が増加することが観察される。その増加で世論が喚起され、政策が実施され体制が整備される

と、さらにケースが発掘され、政策を実施しているにもかかわらずケースが増加し続けるが、ある時点で増加傾

向が収まり、以後は政策の効果で減少に転ずる過程を経る。各国の政策の発展段階によって、指標の持つ意味が

変わってくるものと考えられ、解釈に注意が必要である。 

 課題の二つ目は、高齢者データの不足である。前述の SDGs 関連の指標も含め、国全体のデータは存在するが、

高齢者を切り出した年齢別のデータがない、あるいは公表されていないものが相当数あった。高齢化政策に本腰

を入れて推進していくためにも、高齢者データの生成・公表を推進することが極めて重要であり、喫緊の課題と

言える。 

 

2．現地での地域調査の意義 

 今回の改訂版 HAAI を用いて、ASEAN 諸国の比較を行ったが、国によっては、国レベルのデータ（ナショナルデ

ータ）が整備されていないところもあった。その場合は、Part 3で示したように、現地で地域調査を実施した。

ミャンマーの都市部と農村部で実施した地域調査では、可能な限り疫学的に適切なサンプリングや訪問・電話調

査法を用いることで、質の高いデータを入手することができた。代表性という点では、ナショナルデータには及

ばないかもしれないが、ナショナルデータの裏付け・補完やナショナルデータが存在しない場合の代替として、

その意義は高いと考えられる。また、同一地域・集団を継続的に追跡することも可能であり、その場合、政策が

導入された場合の効果をモニタリングし、政策評価に結び付けることができる。 

 さらに、農村部の多い地方や遠隔地をはじめ、経済的・社会的など様々な理由でリーチしにくい地域・集団の

実態を把握することができる現地での調査は、政策的にも十分価値のあるものと考えられる。 

 

3．Good Practice の活用 

 今回、日本や ASEAN 諸国の高齢化対策の好事例（Good Practice）を収集し、改訂版 HAAI の領域（ドメイン）

と関連付けて示した。厳密な意味で、各指標の改善に資するか否かは今後の課題であるが、指標と政策を密接に

関連付けて考えることは、改訂版 HAAI を政策に役立てる観点からも重要な試みであろう。それぞれの事例を各

国の政策開発のヒントにしていただきたい。 
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 本研究の実施期間が、COVID-19のパンデミックとちょうど重なってしまい、現地での情報収集ができなかった

ため、公益財団法人日本国際交流センターのご協力をいただき、アジア健康長寿イノベーション賞で表彰を受け

た事例を中心に収集を行った。同賞は、高齢化対策における Good Practiceの普及に大きな役割を果たしており、

このような試みが、各国や様々な関係団体で広く活発に行われることが、それぞれの国や地域における高齢化政

策の強い推進力になるものと考えられる。 

 今後はさらに改訂版 HAAIと関連付けた事例収集を進めることによって、改訂版 HAAI の活用の幅を広げるとと

もに、学術的には、事例と指標相互の関連性をより深く検討していくことが必要である。 

 

4．わが国の貢献と協働 

 わが国は、世界でも類を見ない速さで高齢化が進展し、それに伴って高齢化政策も長い年月をかけて整備され

てきた。特に介護保険制度によって介護の社会化が促進され、民間によるサービス提供も拡大した。また、地域

包括支援の枠組みも定着しつつあり、地域レベルでの保健・医療・介護の連携が進んでいる。これらの経験や具

体的な仕組みは ASEAN 諸国をはじめとするアジア各国の参考になるものと思われる。 

 一方、改訂版 HAAI のレーダーチャートでは、ソーシャル・キャピタルなど、わが国が他の国々より低い分野

も存在する。このような分野では、わが国は各国に進んで学ぶことが大切である。 

 今回、指標や各国に関する情報収集を行う過程で、多くの関係機関・団体や研究者の方にインタビュー調査を

行ったが、前回の HAAI2017 作成時に比べ、各国の政策担当者の意識や具体的な政策実践が、格段に向上・進展

していることがよく分かった。その意味でも ASEAN諸国をはじめとするアジア地域の高齢化政策推進のためのパ

ートナーシップはますますその重要性を増しており、わが国がそれに積極的に関わり、協働していくことは、お

互いの国益に適い、地域の安定に大きく貢献するものと考えられる。今後、改訂版 HAAI を有力なツールとして

活用し、パートナーシップの強化に貢献していくことが期待される。 

 

5．高齢化に関する政策担当者（Policy Maker）・関係者（Stakeholder）への提言 

本研究結果を踏まえ、研究班としては、高齢化に関する政策担当者・関係者に対して以下のことを提言する。 

1）Indexによって、統計情報を整理し、比較することは高齢化政策の立案・実施・評価の上で特に重要であるの

で、活用すべきである。 

2）高齢者に関するデータの充実を図るべきである。 

3）国レベルのデータも重要であるが、高齢化政策においては、地方やリーチしにくい集団のデータも重要であ

り、現場における調査も併用して、実態を把握すべきである。 

4）諸外国や国内の Good Practiceは、Indexに関連付けて、政策開発に活用すべきである。 

5）各国や関係機関・団体は、Good Practiceをより積極的に発掘して発信し、情報共有を図るべきである。 

 

 

 

 

 

研究班メンバー 

 

研究代表者 曽根智史 （国立保健医療科学院 院長） 

研究分担者 林玲子 （国立社会保障・人口問題研究所 副所長） 

 荒井秀典 （国立長寿医療研究センター 理事長） 

菖蒲川由郷 （新潟大学大学院医歯学総合研究科/十日町いきいきエイジング講座 

（特任教授） 

 中川雅貴 （国立社会保障・人口問題研究所 第 1室長） 

 佐々木由理 （国立保健医療科学院 主任研究官） 

研究協力者 綿引信義 （国立保健医療科学院 客員研究員） 
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